朱雀院の御門ありしみゆきの後其比ほひよりれいならすなやみわたらせ給もと
よりあつしくおはしますうちにこのたひは物心ほそくおほしめされてとしころ
をこなひのほいふかきをきさいの宮おはしましつる程はよろつはゝかりきこえ
させ給ていまゝておほしとゝこほりつるを猶そのかたにもよをすにやあらむ世
にひさしかるましき心ちなんするなとのたまはせてさるへき御心まうけともせ
させ給ふ御こたちは春宮をゝきたてまつりて女宮たちなん四ところおはしまし
けるその中にふちつほときこえしは先帝の源氏にそおはしましけるまた坊とき
こえさせし時まいり給てたかきくらゐにもさたまり給へかりし人のとりたてた
る御うしろみもおはせすはゝかたもそのすちとなく物はかなきかういはらにて
ものし給けれは御ましらひの程も心ほそけにておほきさいの内侍督をまいらせ
たてまつり給てかたはらにならふ人なくもてなしきこえなとせし程にけおされ
てみかとも御心の中にいとおしき物には思きこえさせ給なからおりさせ給にし
かはかひなくくちおしくて世の中をうらみたるやうにてうせ給にしその御はら
の女三宮をあまたの御中にすくれてかなしき物に思かしつきゝこえ給その程御
とし十三四はかりおはすいまはとそむきすて山こもりしなん後の世にたちとま
りてたれをたのむかけにて物し給はんとすらむとたゝこの御事をうしろめたく
おほしなけくににし山なる御寺つくりはてゝうつろはせ給はん程の御いそきを
せさせ給にそへて又この宮の御もきの事をおほしいそかせ給院のうちにやんこ
となくおほす御たから物御てうとゝもをはさらにもいはすはかなき御あそひ物
まてすこしゆへあるかきりをはたゝこの御方にとりわたしたてまつらせ給てそ
のつき〱をなむことみこたちには御そふふんともありける春宮はかゝる御な
やみにそへて世をそむかせ給へき御心つかひになときかせ給てわたらせ給へり
はゝ女御もそひきこえさせ給てまいり給へりすくれたる御おほえにしもあらさ
りしかと宮のかくておはします御すくせのかきりなくめてたけれはとし比の御
物かたりこまやかにきこえさせ給けり宮にもよろつの事世をたもち給はん御心
つかひなときこえしらせ給御うしろみともゝこなたかなたかろ〱しからぬな
からひにものし給へはいとうしろやすく思きこえさせ給この世にうらみのこる
事も侍らす女宮たちのあまたのこりとゝまる行さきをおもひやるなんさらぬ別
にもほたしなりぬへかりけるさきさき人のうへにみきゝしにも女は心よりほか
にあは〱しく人におとしめらるゝすくせあるなんいとくちおしくかなしきい
つれをも思やうならん御世にはさま〱につけて御心とゝめておほしたつねよ
その中にうしろみなとあるはさるかたにも思ゆつり侍り三宮なむいはけなきよ
はひにてたゝひとりをたのもしき物とならひてうちすてゝむ後の世にたゝよひ
さすらへむこといと〱うしろめたくかなしく侍と御目おしのこひつゝきこえ
しらせさせ給女御にも心うつくしきさまにきこえつけさせ給されと女御の人よ
りはまさりてときめき給ひしにみないとみかはし給しほと御なからひともえう
るはしからさりしかはそのなこりにてけにいまはわさとにくしなとはなくとも
まことに心とゝめて思うしろみむとまてはおほさすもやとそおしはからるゝか
しあさ夕にこの御ことをおほしなけくとしくれ行まゝに御なやみまことにをも
くなりまさらせ給てみすのとにもいてさせ給はす御もののけにて時〻なやませ
給こともありつれといとかくうちはへをやみなきさまにはおはしまさゝりつる
をこのたひは猶かきりなりとおほしめしたり御くらいをさらせ給つれと猶その
世にたのみそめたてまつり給へる人〻はいまもなつかしくめてたき御ありさま
を心やり所にまいりつかうまつり給かきりは心をつくしておしみきこえ給ふ六
条院よりも御とふらひしは〱あり身つからもまいり給へきよしきこしめして
院はいといたくよろこひきこえさせ給中納言の君まいり給へるをみすのうちに
めしいれて御物かたりこまやかなり故院のうへのいまはのきさみにあまたの御
ゆひこんありし中にこの院の御こといまのうちの御事なんとりわきての給をき
しをおほやけとなりてことかきりありけれはうち〱の御心よせはかはらすな
からはかなきことのあやまりに心をかれたてまつる事もありけんと思ふをとし
ころことにふれてそのうらみのこし給へるけしきをなんもらし給はぬさかしき
人といへと身のうへになりぬれはことたかひて心うこきかならすそのむくひみ
えゆかめる事なんいにしへたにおほかりけるいかならんおりにかその御心はへ
ほころふへからむと世人もおもむけうたかひけるをつゐにしのひすくし給て春
宮なとにも心をよせきこえ給いまはた又なくしたしかるへき中となりむつひか
はし給へるもかきりなく心には思ひなから本上のをろかなるにそへてこのみち
のやみにたちましりかたくななるさまにやとて中〱よその事にきこえはなち
たるさまにてはへる内の御事はかの御ゆいこんたかへすつかうまつりをきてし
かはかくすゑの世のあきらけき君としてきしかたの御おもておもおこし給ふほ
いのこといとうれしくなんこの秋の行幸の後いにしへの事とりそへてゆかしく
おほつかなくなんおほえ給たいめんにきこゆへき事ともはへりかならすみつか
らとふらひものし給へきよしもよをし申給へなとうちしほたれつゝのたまはす
中納言の君すき侍にけんかたはともかくもおもふたまへわきかたくはへりとし
まかりいり侍ておほやけにもつかうまつり侍あひた世中のことをみたまへまか
りありく程には大小のことにつけてもうち〱のさるへき物かたりなとのつい
てにもいにしへのうれはしきことありてなんなとうちかすめ申さるゝおりは侍
らすなんかくおほやけの御うしろみをつかうまつりさしてしつかなる思をかな
へむとひとへにこもりゐし後はなに事をもしらぬやうにて故院の御ゆいこんの
こともえつかうまつらす御くらゐにおはしましゝ世にはよはひの程も身のうつ
は物もをよはすかしこきかみの人〻おほくてその心さしをとけて御らむせらる
ゝ事もなかりきいまかくまつりことをさりてしつかにおはしますころほひ心の
うちをもへたてなくまいりうけたまはらまほしきをさすかになにとなく所せき
身のよそほひにてをのつから月日をすくす事となんおり〱なけき申給なとそ
うし給二十にもまたわつかなる程なれといとよくとゝのひすくしてかたちもさ
かりににほひていみしくきよらなるを御めにとゝめてうちまもらせ給つゝこの
もてわつらはせ給ひめ宮の御うしろみにこれをやなと人しれすおほしよりけり
おほきおとゝのわたりにいまはすみつかれにたりとなとし比心えぬさまにきゝ
しかいとおしかりしをみゝやすき物からさすかにねたく思ことこそあれとのた
まはする御けしきをいかにのたまはするにとあやしく思めくらすにこのひめ宮
をかくおほしあつかひてさるへき人あらはあつけて心やすく世をも思はなれは
やとなんおほしのたまはするとをのつからもりきゝ給たよりありけれはさやう
のすちにやとは思ぬれとふと心えかほにもなにかはいらへきこえさせんたゝは
か〱しくも侍らぬ身にはよるへもさふらひかたくのみなんとはかりそうして
やみぬ女房なとはのそきてみきこえていとありかたくもみえ給かたちよういか
なあなめてたなとあつまりてきこゆるをおいしらへるはいてさりともかの院の
かはかりにおはせし御ありさまにはえなすらひきこえ給はさめりいとめもあや
にこそきよらにものし給しかなといひしろふをきこしめしてまことにかれはい
とさまことなりし人そかしいまは又その世にもねひまさりてひかるとはこれを
いふへきにやとみゆるにほひなんいとゝくはゝりにたるうるはしたちてはか
〱しきかたにみれはいつくしくあさやかにめもをよはぬこゝちするを又うち
とけてたはふれことをもいひみたれあそへはそのかたにつけてはにる物なくあ
い行つきなつかしくうつくしきことのならひなきこそ世にありかたけれなに事
にもさきの世おしはかられてめつらかなる人のありさまなり宮のうちにおひい
てゝていわうのかきりなくかなしき物にしたまひさはかりなてかしつきみにか
へておほしたりしかと心のまゝにもおこらすひけして廿か内には納言にもなら
すなりにきかしひとつあまりてや宰相にて大将かけ給へりけんそれにこれはい
とこよなくすゝみにためるはつき〱のこのよのおほえのまさるなめりかしま
ことにかしこきかたのさえ心もちゐなとはこれもおさ〱おとるましくあやま
りてもおよすけまさりたるおほえいとことなめりなとめてさせ給ひめ宮のいと
うつくしけにてわかくなに心なき御ありさまなるをみたてまつり給にもみはや
したてまつりかつは又かたをひならむ事をはみかくしをしへきこえつへからむ
人のうしろやすからむにあつけきこえはやなときこえ給おとなしき御めのとゝ
もめしいてゝ御もきの程の事なとのたまはするついてに六条のおとゝの式部卿
のみこのむすめおほしたてけんやうにこの宮をあつかりてはくゝまん人もかな
たゝ人の中にはありかたし内には中宮さふらひ給つき〱の女御たちとてもい
とやんことなきかきり物せらるゝにはか〱しきうしろみなくてさやうのまし
らひいと中〱ならむこの権中納言の朝臣のひとりありつる程にうちかすめて
こそ心みるへかりけれわかけれといときやうさくにおいさきたのもしけなる人
にこそあめるをとの給はす中納言はもとよりいとまめ人にてとし比もかのわた
りに心をかけてほかさまに思うつろふへくも侍らさりけるにそのおもひかなひ
てはいとゝゆるくかた侍らしかの院こそ中〱猶いかなるにつけても人をゆか
しくおほしたる心はたえす物せさせ給ふなれその中にもやむことなき御ねかひ
ふかくて前斎院なとをもいまにわすれかたくこそきこえ給なれと申すいてその
ふりせぬあたけこそはいとうしろめたけれとはの給すれとけにあまたの中にか
ゝつらひてめさましかるへきおもひはありとも猶やかておやさまにさためたる
にてさもやゆつりをきゝこえましなともおほしめすへしまことにすこしもよつ
きてあらせむと思はん女こもたらはおなしくはかの人のあたりにこそはふれは
はせまほしけれいくはくならぬこの世のあひたはさはかり心ゆくありさまにて
こそすくさまほしけれわれ女ならはおなしはらからなりともかならすむつひよ
りなましわかゝりし時なとさなんおほえしまして女のあさむかれんはいとこと
はりそやとの給はせて御心の中にかむの君の御事もおほしいてらるへしこの御
うしろみともの中にをも〱しき御めのとのせうと左中弁なるかの院のしたし
き人にてとしころつかうまつるありけりこの宮にも心よせことにてさふらへは
まいりたるにあひて物かたりするついてにうへなむしか〱御けしきありてき
こえ給しをかの院におりあらはもらしきこえさせ給へみこたちはひとりおはし
ますこそはれいの事なれとさま〱につけて心よせたてまつりなに事につけて
も御うしろみし給人あるはたのもしけなりうへをゝきたてまつりて又ま心にお
もひきこえ給へき人もなけれはおのらはつかうまつるとてもなにはかりの宮つ
かへにかあらむ我心ひとつにしもあらてをのつからおもひのほかの事もおはし
ましかる〱しききこえもあらむ時にはいかさまにかはわつらはしからむ御ら
んする世にともかくもこの御ことさたまりたらはつかうまつりよくなんあるへ
きかしこきすちときこゆれと女はいとすくせさためかたくおはします物なれは
よろつになけかしくかくあまたの御中にとりわききこえさせ給につけても人の
そねみあへかめるをいかてちりもすゑたてまつらしとかたらふに弁いかなるへ
き御事にかあらむ院はあやしきまて御心なかくかりにてもみそめ給へる人は御
心とまりたるをも又さしもふかゝらさりけるをもかた〱につけてたつねとり
給つゝあまたつとへきこえ給へれとやんことなくおほしたるはかきりありてひ
とかたなめれはそれにことよりてかひなけなるすまひし給ふかた〱こそはお
ほかめるを御すくせありてもしさやうにおはしますやうもあらはいみしき人と
きこゆともたちならひておしたち給事はえあらしとこそはおしはからるれと猶
いかゝとはゝからるゝことありてなんおほゆるさるはこの世のさかえすゑの世
にすきて身に心もとなきことはなきを女のすちにてなん人のもときをもおひ我
心にもあかぬ事もあるとなんつねにうち〱のすさひことにもおほしの給はす
なるけにをのれらかみたてまつるにもさなんおはしますかた〱につけて御影
にかくし給へる人みなその人ならすたちくたれるきはにはものし給はねとかき
りあるたゝ人ともにて院の御ありさまにならふへきおほえくしたるやはおはす
めるそれにおなしくはけにさもおはしまさはいかにたくひたる御あはひならむ
とかたらふをめのと又ことのついてにしか〱なんなにかしのあそむにほのめ
かし侍しかはかの院にはかならすうけひき申させ給てむとし比の御ほいかなひ
ておほしぬへきことなるをこなたの御ゆるしまことにありぬへくはつたへきこ
えんとなん申侍しをいかなるへきことにかは侍らむ程〱につけて人のきは
〱おほしわきまへつゝありかたき御心さまに物し給なれとたゝ人たに又かゝ
つらひおもふ人たちならひたることは人のあかぬことにしはへめるをめさまし
き事もや侍らむ御うしろみのそみ給人〻はあまたものし給めりよくおほしさた
めてこそよく侍らめかきりなき人ときこゆれといまの世のやうとてはみなほか
らかにあるへかしくて世の中を御心とすくし給つへきもおはしますへかめるを
ひめ宮はあさましくおほつかなく心もとなくのみゝえさせ給にさふらふ人〻は
つかうまつるかきりこそ侍らめおほかたの御心をきてにしたかひきこえてさか
しきしも人もなひきさふらふこそたよりあることに侍らめとりたてたる御うし
ろみものし給はさらむは猶心ほそきわさになん侍へきときこゆしかおもひたと
るによりなんみこたちのよつきたるありさまはうたてあは〱しきやうにもあ
り又たかききはといへとも女はおとこにみゆるにつけてこそくやしけなる事も
めさましきおもひもをのつからうちましるわさなめれとかつは心くるしく思ひ
みたるゝを又さるへき人にたちをくれてたのむかけともにわかれぬる後心をた
てゝ世中にすくさむ事もむかしは人の心たひらかにて世にゆるさるましき程の
事をは思をよはぬものとならひたりけんいまの世にはすき〱しくみたりかは
しきこともるいにふれてきこゆめりかし昨日まてたかきおやのいへにあかめら
れかしつかれし人のむすめのけふはなを〱しくくたれるきはのすき物ともに
なをたちあさむかれてなきおやのおもてをふせかけをはつかしむるたくひおほ
くきこゆるいひもてゆけはみなおなしことなり程〱につけてすくせなといふ
なることはしりかたきわさなれはよろつにうしろめたくなんすへてあしくもよ
くもさるへき人の心にゆるしをきたるまゝにて世中をすくすはすくせ〱にて
後の世におとろへあるときも身つからのあやまちにはならすありへてこよなき
さいはひありめやすきことになるおりはかくてもあしからさりけりとみゆれと
猶たちまちにふとうちきゝつけたる程はおやにしられすさるへき人もゆるさぬ
に心つからのしのひわさしいてたるなん女の身にはますことなきゝすとおほゆ
るわさなるなを〱しきたゝ人のなからひにてたにあはつけく心つきなき事な
り身つからの心よりはなれてあるへきにもあらぬを思ふ心よりほかに人にもみ
えすくせのほとさためられんなむいとかる〱しく身のもてなしありさま〱
おしはからるゝ事なるをあやしく物はかなき心さまにやとみゆめる御さまなる
をこれかれの心にまかせてもてなしきこゆなるさやうなることの世にもりいて
んこといとうき事なりなとみすてたてまつり給はん後の世をうしろめたけに思
きこえさせ給へれはいよ〱わつらはしく思あへりいますこし物をも思ひしり
給ほとまてみすくさんとこそはとしころねんしつるをふかきほいもとけすなり
ぬへき心ちのするに思もよをされてなんかの六条のおとゝはけにさりとももの
ゝ心えてうしろやすきかたはこよなかりなんをかた〱にあまたものせらるへ
き人〻をしるへきにもあらすかしとてもかくても人の心から也のとかにおちゐ
ておほかたの世のためしともうしろやすきかたはならひなくものせらるゝ人な
りさらてよろしかるへき人たれはかりかはあらむ兵部卿宮人からはめやすしか
しおなしきすちにてことひとゝわきまへおとしむへきにはあらねとあまりいた
くなよひよしめく程にをもきかたをくれてすこしかろひたるおほえやすゝみに
たらむ猶さる人はいとたのもしけなくなんある又大納言の朝臣のいへつかさの
そむなるさるかたにものまめやかなるへき事にはあなれとさすかにいかにそや
さやうにおしなへたるきはゝ猶めさましくなんあるへきむかしもかうやうなる
えらひにはなに事も人にことなるおほえあるにことよりてこそありけれたゝひ
とへに又なくもちゐんかたはかりをかしこきことに思さためんはいとあかすく
ちおしかるへきわさになん右衛門督のしたにわふなるよし内侍督の物せられし
その人はかりなんくらゐなといますこし物めかしき程になりなはなとかはとも
思よりぬへきをまたとしいとわかくてむけにかろひたるほと也たかき心さしふ
かくてやもめにてすくしつゝいたくしつまり思あかれるけしき人にはぬけてさ
えなともこともなくつゐには世のかためとなるへき人なれは行すゑもたのもし
けれと猶又このためにと思はてむにはかきりそあるやとよろつにおほしわつら
ひたりかうやうにもおほしよらぬあね宮たちをはかけてもきこえなやまし給人
もなしあやしくうち〱にのたまはする御さゝめき事とものをのつからひろこ
りて心をつくす人〻おほかりけりおほきおとゝもこの衛門督のいまゝてひとり
のみありてみこたちならすはえしとおもへるをかゝる御さためともいてきたな
るをりにさやうにもおもむけたてまつりてめしよせられたらむ時いかはかり我
ためにもめんほくありてうれしからむとおほしの給て内侍のかんの君にはかの
あね北方してつたへ申給なりけりよろつかきりなきことの葉をつくしてそうせ
させ御けしきたまはらせ給兵部卿宮は左大将の北の方をきこえはつし給てきゝ
給らん所もありかたほならむことはとえりすくし給にいかゝは御心うこかさら
むかきりなくおほしいられたり藤大納言はとしころ院の別富にてしたしくつか
うまつりてさふらひなれにたるを御山こもりし給なんのちより所なく心ほそか
るへきにこの宮の御うしろみに事よせてかへりみさせ給へく御けしきせちに給
はりたまふなるへし権中納言もかゝる事ともをきゝ給ふに人つてにもあらすさ
はかりおもむけさせたまへりし御けしきをみたてまつりてしかはをのつからた
よりにつけてもらしきこしめさるゝ事もあらはよもゝてはなれてはあらしかし
と心ときめきもしつへけれと女君のいまはとうちとけてたのみ給へるをとしこ
ろつらきにもことつけつへかりし程たにほかさまの心もなくてすくしてしをあ
やにくにいまさらにたちかへりにわかに物をや思はせきこえんなのめならすや
むことなきかたにかゝつらひなはなに事も思まゝならてひたりみきにやすから
すは我身もくるしくこそはあらめなともとよりすき〱しからぬ心なれは思し
つめつゝうちいてねとさすかにほかさまにさたまりはて給はんもいかにそやお
ほえてみゝはとまりけり春宮にもかゝる事ともきこしめしてさしあたりたるた
ゝいまのことよりも後の世のためしともなるへき事なり人からよろしとてもた
ゝ人はかきりあるを猶しかおほしたつことならはかの六条院にこそおやさまに
ゆつりきこえさせ給はめとなんわさとの御せうそことはあらねと御けしきあり
けるをまちきかせ給てもけにさること也いとよくおほしのたまはせたりといよ
〱御心たゝせ給てまつかの弁してそかつ〱あないつたへきこえさせ給ける
この宮の御事かくおほしわつらふさまはさき〱もみなきゝをき給へれは心く
るしきことにもあなるかなさはありとも院の御世のゝこりすくなしとてこゝに
は又いくはくたちをくれたてまつるへしとてかその御うしろみの事をはうけと
りきこえんけにしたいをあやまたぬにていましはしの程ものこりとまるかきり
あらはおほかたにつけてはいつれの御子たちをもよそにきゝはなちたてまつる
へきにもあらねと又かくとりわきてきゝをきたてまつりてんをはことにこそは
うしろみきこえめとおもふをそれたにいとふちやうなる世のさためなさなりや
との給てましてひとにたのまれたてまつるへきすちにむつひなれきこえんこと
はいと中〱にうちつゝき世をさらむきさみ心くるしくみつからのためにもあ
さからぬほたしになんあるへき中納言なとは年わかくかろ〱しきやうなれと
行さきとをくて人からもつゐにおほやけの御うしろみともなりぬへきおいさき
なんめれはさもおほしよらむになとかこよなからむされといといたくまめたち
て思ふ人さたまりにてそあめれはそれにはゝからせたまふにやあらむなとの給
て身つからはおほしはなれたるさまなるを弁はおほろけの御さためにもあらぬ
をかくの給へはいとおしくくちおしくも思てうち〱におほしたちにたるさま
なとくはしくきこゆれはさすかにうちえみつゝいとかなしくしたてまつり給み
こなめれはあなかちにかくきしかた行さきのたとりもふかきなめりかしなたゝ
うちにこそたてまつり給はめやんことなきまつの人〻おはすといふことはよし
なき事なりそれにさはるへき事にもあらすかならすさりとてすゑの人をろかな
るやうもなしこ院の御時におほきさきのはうのはしめの女御にていきまき給し
かとむけのすゑにまいり給へりし入道の宮にしはしはおされ給にきかしこのみ
この御はゝ女御こそはかの宮の御はらからにものしたまひけめかたちもさしつ
きにはいとよしといはれ給し人なりしかはいつかたにつけてもこのひめ宮をし
なへてのきはにはよもおはせしをなといふかしくは思きこえ給へしとしもくれ
ぬ朱雀院には御こゝち猶をこたるさまにもおはしまさねはよろつあはたゝしく
おほしたちて御もきの事おほしいそくさまきしかた行さきありかたけなるまて
いつくしくのゝしる御しつらひはかへ殿のにしおもてに御きちやうよりはしめ
てこゝのあやにしきをませさせ給はすもろこしのきさきのかさりをおほしやり
てうるはしくこと〱しくかゝやくはかりとゝのへさせ給へり御こしゆひには
おほきおとゝをかねてよりきこえさせ給へりけれはこと〱しくおはする人に
てまいりにくゝおほしけれと院の御事をむかしよりそむき申給はねはまいり給
いまふた所の大臣たちそののこり上達部なとはわりなきさはりあるもあなかち
にためらひたすけつゝまいり給みこたち八人殿上人はたさらにもいはす内春宮
ののこらすまいりつとひていかめしき御いそきのひゝき也院の御ことこのたひ
こそとちめなれとみかと春宮をはしめたてまつりて心くるしくきこしめしつゝ
蔵人所おさめとのゝから物ともおほくたてまつらせ給へり六条院よりも人〻の
ろくそん者の大臣の御ひきいて物なとかの院よりそたてまつらせ給ける中宮よ
りも御さうそくくしのはこ心ことにてうせさせ給てかのむかしのみくしあけの
くゆへあるさまにあらためくはへてさすかにもとの心はえもうしなはすそれと
みせてその日の夕つかたたてまつれさせ給宮の権の佐院の殿上にもさふらふを
御使にてひめ宮の御方にまいらすへくのたまはせつれとかゝることそ中にあり
ける
　　さしなからむかしをいまにつたふれはたまのをくしそ神さひにける院御ら
むしつけてあはれにおほしいてらるゝ事もありけりあえ物けしうもあらしとゆ
つりきこえ給へるほとけにおもたゝしきかむさしなれは御返もむかしのあはれ
をはさしをきて
　　さしつきにみる物にもかよろつ世をつけのをくしの神さふるまてとそいは
ひきこえ給へる御心ちいとくるしきをねんしつゝおほしおこしてこの御いそき
はてぬれは三日すくしてつゐに御くしおろし給よろしき程の人のうへにてたに
いまはとてさまかはるはかなしけなるわさなれはましていとあはれけに御かた
〱もおほしまとふ内侍のかんの君はつとさふらひ給ていみしくおほしいりた
るをこしらへかね給て子を思ふ道はかきりありけりかく思しつみ給へる別のた
へかたくもあるかなとて御心みたれぬへけれとあなかちに御けうそくにかゝり
給て山の座主よりはしめて御いむことのあさり三人さふらひてほうふくなとた
てまつる程この世をわかれ給御さほういみしくかなしけふは世を思すましたる
僧たちなとたに涙もえとゝめねはまして女宮たち女御更衣こゝらの男女かみし
もゆすりみちてなきとよむにいと心あはたゝしうかゝらてしつやかなる所にや
かてこもるへくおほしまうけゝるほいたかひておほしめさるゝもたゝこのをさ
なき宮にひかされてとおほしのたまはす内よりはしめたてまつりて御とふらひ
のしけさいとさらなり六条院もすこし御心ちよろしくときゝたてまつらせ給て
まいり給御たうはりの御ふなとこそみなおなしことおりゐのみかとゝひとしく
さたまり給へれとまことの太上天皇の儀式にはうけはり給はす世のもてなし思
きこえたるさまなとは心ことなれとことさらにそき給てれいのこと〱しから
ぬ御車にたてまつりて上達部なとさるへきかきり車にてそつかうまつり給へる
院にはいみしくまちよろこひきこえさせ給てくるしき御心ちをおほしつよりて
御たいめんありうるはしきさまならすたゝおはしますかたにおましよそひくは
へていれたてまつり給へる御ありさまみたてまつり給ふにきしかた行さきくれ
てかなしくとめかたくおほさるれはとみにもえためらひ給はす故院にをくれた
てまつりしころほひより世のつねなくおもふ給へられしかはこのかたのほいふ
かくすゝみ侍にしを心よはくおもふたまへたゆたふことのみ侍つゝつゐにかく
みたてまつりなし侍まてをくれたてまつり侍ぬる心のぬるさをはつかしく思た
まへらるゝかな身にとりてはことにもあるましくおもふ給へたち侍おり〱あ
るをさらにいとしのひかたきことおほかりぬへきわさにこそ侍けれとなくさめ
かたくおほしたり院も物心ほそくおほさるゝにえ心つよからすうちしほたれ給
ひつゝいにしへいまの御物かたりいとよはけにきこえさせ給てけふかあすかと
おほえ侍つゝさすかに程へぬるをうちたゆみてふかきほいのはしにてもとけす
なりなん事と思おこしてなんかくてものこりのよはひなくはをこなひの心さし
もかなふましけれとまつかりにてものとめをきて念仏をたにと思ひ侍るはか
〱しからぬ身にても世になからふることたゝこの心さしにひきとゝめられた
るとおもふ給へしられぬにしもあらぬをいままてつとめなきをこたりをたにや
すからすなんとておほしをきてたるさまなとくはしくの給はするつゐてに女み
こたちをあまたうちすて侍なん心くるしき中にも又思ゆつる人なきをはとりわ
きうしろめたくみわつらひ侍とてまほにはあらぬ御けしき心くるしくみたてま
つり給御心のうちにもさすかにゆかしき御ありさまなれはおほしすくしかたく
てけにたゝ人よりもかゝるすちにはわたくしさまの御うしろみなきはくちおし
けなるわさになん侍ける春宮かくておはしませはいとかしこきすゑの世のまう
けの君とあめのしたのたのみ所にあふきゝこえさするをましてこの事ときこえ
をかせ給はんことはひとことゝしておろそかにかろめ申給へきに侍らねはさら
に行さきのことおほしなやむへきにも侍らねとけに事かきりあれはおほやけと
なり給よのまつりこと御心にかなふへしとはいひなから女の御ためになにはか
りのけさやかなる御心よせあるへきにも侍らさりけりすへて女の御ためにはさ
ま〱まことの御うしろみとすへき物は猶さるへきすちに契をかはしえさらぬ
ことにはくゝみきこゆる御まもりめ侍なんうしろやすかるへき事にはつるを猶
しひて後の世の御うたかひのこるへくはよろしきにおほしえらひてしのひてさ
るへき御あつかりをさためをかせ給へきになむはへなるとそうし給さやうに思
よる事侍れとそれもかたき事になんありけるいにしへのためしをきゝ侍にも世
をたもつさかりのみこにたに人をえらひてさるさまの事をし給へるたくひおほ
かりけりましてかくいまはとこの世をはなるゝきはにてこと〱しく思へきに
もあらねと又しかすつる中にもすてかたき事ありてさま〱に思わつらひ侍ほ
とにやまひはをもりゆく又とりかへすへきにもあらぬ月日のすきゆけは心あは
たゝしくなむかたはらいたきゆつりなれとこのいはけなき内親王ひとりとりわ
きてはくゝみおほしてさるへきよすかをも御心におほしさためてあつけ給へと
きこえまほしきを権中納言なとのひとりものしつる程すゝみよるへくこそあり
けれおほいまうち君にせんせられてねたくおほえ侍ときこえ給中納言の朝臣の
まめやかなるかたはいとよくつかうまつりぬへく侍をなに事もまたあさくてた
よりすくなくこそ侍らめかたしけなくともふかき心にてうしろみきこえさせ侍
らむにおはします御かけにかはりてはおほされしをたゝ行さきみしかくてつか
うまつりさすことや侍らむとうたかはしきかたのみなん心くるしくはへるへき
とうけひき申給つ夜にいりぬれはあるしの院かたもまらうとの上達部たちもみ
な御前にてあるしのことさうし物にてうるはしからすなまめかしくせさせ給へ
り院の御前にせんかうのかけはんに御はちなとむかしにかはりてまいるを人〻
涙おしのこひ給あはれなるすちの事ともあれとうるさけれはかゝす夜ふけてか
へり給ふろくともつき〱にたまふ別富大納言も御をくりにまいり給あるしの
院はけふの雪にいとゝ御風くはゝりてかきみたりなやましくおほさるれとこの
宮の御こときこえさためつるを心やすくおほしけり六条院はなま心くるしうさ
ま〱おほしみたるむらさきのうへもかゝる御さためなとかねてもほのきゝ給
けれとさしもあらし前斎院をもねんころにきこえ給やうなりしかとわさとしも
おほしとけすなりにしをなとおほしてさることやあるともとひきこえ給はすな
に心もなくておはするにいとおしくこの事をいかにおほさん我心は露もかはる
ましくさることあらむにつけては中〱いとゝふかさこそまさらめみさため給
はさらむほといかに思うたかひ給はんなとやすからすおほさるいまのとしころ
となりてはましてかたみにへたてきこえ給ことなくあはれなる御なかなれはし
はし心にへたてのこしたる事あらむもいふせきをその夜はうちやすみてあかし
給つ又の日雪うちふり空のけしきも物あはれにすきにしかた行さきの御物かた
りきこえかはし給院のたのもしけなくなり給にたる御とふらひにまいりてあは
れなる事とものありつるかな女三宮の御事をいとすてかたけにおほしてしか
〱なむのたまはせつけしかは心くるしくてえきこえいなひすなりにしをこと
〱しくそ人はいひなさんかしいまはさやうのこともうゐ〱しくすさましく
思ひなりにたれは人つてにけしきはませ給しにはとかくのかれきこえしをたい
めんのついてに心ふかきさまなる事ともをの給つゝけしにはえすく〱しくも
かへさひ申さてなんふかき御山すみにうつろひ給はん程にこそはわたしたてま
つらめあちきなくやおほさるへきいみしきことありとも御ためあるよりかはる
事はさらにあるましきを心なをき給そよかの御ためこそ心くるしからめそれも
かたはならすもてなしてむたれも〱のとかにてすくし給はゝなときこえ給は
かなき御すさひことをたにめさましき物におほして心やすからぬ御心さまなれ
はいかゝおほさんとおほすにいとつれなくてあはれなる御ゆつりにこそはあな
れこゝにはいかなる心をゝきたてまつるへきにかめさましくかくてなととかめ
らるましくは心やすくてもはへなんをかのはゝ女御の御方さまにてもうとから
すおほしかすまへてむやとひけし給をあまりかうゝちとけ給御ゆるしもいかな
れはとうしろめたくこそあれまことはさたにおほしゆるいてわれも人も心えて
なたらかにもてなしすくし給はゝいよ〱あはれになむひかこときこえなとせ
ん人の事きゝいれ給なすへて世の人のくちといふ物なんたかいひいつる事とも
なくをのつから人のなからひなとうちほをゆかみおもはすなる事いてくる物な
るを心ひとつにしつめてありさまにしたかふなんよきまたきにさはきてあいな
きものうらみし給なといとよくをしへきこえ給心のうちにもかくそらよりいて
きにたるやうなる事にてのかれ給かたきをにくけにもきこえなさし我心にはゝ
かり給ひいさむることにしたかひ給へきをのかとちの心よりおこれるけさうに
もあらすせかるへきかたなきものからおこかましく思むすほゝるゝさま世人に
もりきこえし式部卿宮のおほきたの方つねにうけはしけなる事ともをの給いて
つゝあちきなき大将の御ことにてさへあやしくうらみそねみ給ふなるをかやう
にきゝていかにいちしるく思あはせ給はんなとおひらかなる人の御心といへと
いかてかはかはかりのくまはなからむいまはさりともとのみ我身を思ひあかり
うらなくてすくしける世の人わらへならん事をしたには思つゝけ給へといとお
ひらかにのみもてなし給へりとしもかへりぬ朱雀院にはひめ宮六条院にうつろ
ひ給はん御いそきをし給きこえ給へる人〻いとくちおしくおほしなけく内にも
御心はえありてきこえ給ける程にかゝる御さためをきこしめしておほしとまり
にけりさるはことしそよそちになり給けれは御賀の事おほやけにもきこしめし
すくさす世中のいとなみにてかねてよりひゝくをことのわつらひおほくいかめ
しき事はむかしよりこのみ給はぬ御心にてみなかへさひ申給正月廿三日ねのひ
なるに左大将殿の北方わかなまいり給かねてけしきもゝらし給はていといたく
しのひておほしまうけたりけれはにはかにてえいさめかへしきこえ給はすしの
ひたれとさはかりの御いきをひなれはわたり給御きしきなといとひゝきことな
りみなみのおとゝのにしのはなちいてにおましよそふ屏風かへしろよりはしめ
あたらしくはらひしつらはれたりうるはしくいしなとはたてす御ちしき四十ま
い御しとねけうそくなとすへてその御くともいときよらにせさせ給へりらてん
のみつしふたよろひに御ころもはこよつすへて夏冬の御さうそくかうこくすり
のはこ御すゝりゆするつきかゝけのはこなとやうの物うち〱きよらをつくし
給へり御かさしのたいにはちんしたむをつくりめつらしきあやめをつくしおな
しきかねをも色つかひなしたる心はえありいまめかしくかんの君ものゝみやひ
ふかくかとめき給へる人にてめなれぬさまにしなし給へるおほかたの事をはこ
とさらにこと〱しからぬ程なり人〻まいりなとし給ておましにいて給とてか
んの君に御たいめんあり御心のうちにはいにしへおほしいつる事ともさま〱
なりけんかしいとわかくきよらにてかく御賀なといふことはひかかそへにやと
おほゆるさまのなまめかしく人のおやけなくおはしますをめつらしくてとし月
へたてゝみたてまつり給はいとはつかしけれと猶けさやかなるへたてもなくて
御物かたりきこえかはし給をさなき君もいとうつくしくてものし給かむの君は
うちつゝきても御覧せられし事との給けるを大将のかゝるついてにたに御らむ
せさせんとてふたりおなしやうにふりわけかみのなに心なきなをしすかたとも
にておはすすくるよはひも身つからの心にはことに思とかめられすたゝむかし
なからのわか〱しきありさまにてあらたむることもなきをかゝるすゑ〱の
もよをしになんなまはしたなきまて思しらるゝおりも侍ける中納言のいつしか
とまうけたなるをこと〱しく思ひへたてゝまたみせすかし人よりことにかそ
へとり給けるけふのねのひこそ猶うれたけれしはしは老をわすれても侍へきを
ときこえ給かんの君もいとよくねひまさりもの〱しきけさへそひてみるかひ
あるさまし給り
　　わか葉さす野へのこ松をひきつれてもとのいはねをいのるけふかなとせめ
てをとなひきこえ給ちんのおしきよつして御わかなさまはかりまいれり御かは
らけとり給て
　　小松はらすゑのよはひにひかれてやのへのわかなも年をつむへきなときこ
えかはし給て上達部あまたみなみのひさしにつき給式部卿宮はまいりにくゝお
ほしけれと御せうそこありけるにかくしたしき御なからひにて心あるやうなら
むもひんなくて日たけてそわたり給へる大将のしたりかほにてかゝる御なから
ひにうけはりてものし給もけに心やましけなるわさなめれと御むまこの君たち
はいつかたにつけてもおりたちてさうやくし給こものよそえたおりひつ物よそ
ち中納言をはしめたてまつりてさるへきかきりとりつゝき給へり御かはらけく
たりわかなの御あつい物まいるおまへにはちんのかけはん四おほむつきともな
つかしくいまめきたる程にせられたり朱雀院の御くすりの事猶たひらきはて給
はぬにより楽人なとはめさす御ふえなとおほきおとゝのそのかたはとゝのへ給
て世中にこの御賀より又めつらしくきよらつくすへき事あらしとの給てすくれ
たるねのかきりをかねてよりおほしまうけたりけれはしのひやかに御あそひあ
りとり〱にたてまつる中に和琴はかのおとゝの第一にひし給ける御こと也さ
る物の上手の心をとゝめてひきならし給へるねいとならひなきをこと人はかき
たてにくゝしたまへは衛門督のかたくいなふるをせめ給へはけにいとおもしろ
くおさ〱をとるましくひくなに事も上手のつきといひなからかくしもえつか
ぬわさそかしと心にくゝあはれに人〻おほすしらへにしたかひてあとあるてと
もさたまれるもろこしのつたへともは中〱たつねしるへきかたあらはなるを
心にまかせてたゝかきあはせたるすかかきによろつの物のねとゝのへられたる
はたへにおもしろくあやしきまてひゝくちゝおとゝはことのをもいとゆるには
りていたうくたしてしらへひゝきおほくあはせてそかきならし給これはいとわ
らゝかにのほるねのなつかしくあい行つきたるをいとかうしもはきこえさりし
をとみこたちもおとろき給琴は兵部卿宮ひき給ふこの御ことは宜陽殿の御もの
にてたい〱に第一の名ありし御ことをこ院のすゑつかた一品宮のこのみ給こ
とにてたまはり給へりけるをこのおりのきよらをつくし給はんとするためおと
ゝの申給はり給へる御つたへ〱をおほすにいとあはれにむかしの事も恋しく
おほしいてらるみこもえいなきえとゝめ給はす御けしきとり給て琴はおまへに
ゆつりきこえさせ給ふ物のあはれにえすくし給はてめつらしき物ひとつはかり
ひき給にこと〱しからねとかきりなくおもしろき夜の御あそひなりさうかの
人〻みはしにめしてすくれたるこゑのかきりいたしてかへり声になる夜のふけ
行まゝに物のしらへともなつかしくかはりてあをやきあそひ給ほとけにねくら
のうくひすおとろきぬへくいみしくおもしろしわたくしことのさまにしなし給
てろくなといときやうさくにまうけられたりけりあか月にかんの君かへり給御
をくり物なとありけりかうよをすつるやうにてあかしくらす程にとし月のゆく
ゑもしらすかほなるをかうかそへしらせ給へるにつけては心ほそくなん時〱
はおひやまさるとみたまひくらへよかしかくふるめかしき身の所せさにおもふ
にしたかひてたいめんなきもいとくちおしくなんなときこえ給てあはれにもお
かしくも思いてきこえ給ことなきにしもあらねは中〱ほのかにてかくいそき
わたり給をいとあかすくちおしくそおほされけるかむの君もまことのおやをは
さるへき契はかりに思きこえ給てありかたくこまかなりし御心はえをとし月に
そへてかく世にすみはて給につけてもをろかならす思ひきこえ給けりかくてき
さらきの十よ日に朱雀院のひめ宮六条院へわたり給この院にも御心まうけよの
つねならすわかなまいりしにしのはなちいてに御丁たてゝそなたの一二のたい
わた殿かけて女房のつほね〱まてこまかにしつらひみかゝせ給へりうちにま
いり給人のさほうをまねひてかの院よりも御てうとなとはこはるわたり給きし
きいへはさらなり御をくりにかむたちめなとあまたまいり給かのけいしのそみ
給し大納言もやすからす思なからさふらひ給御車よせたる所に院わたり給てお
ろしたてまつり給なともれいにはたかひたる事とも也たゝ人におはすれはよろ
つの事かきりありて内まいりにもにすむこのおほ君といはんにもことたかひて
めつらしき御なかのあはひともになん三日かほとかの院よりもあるしの院かた
よりもいかめしくめつらしきみやひをつくし給たいのうへもことにふれてたゝ
にもおほされぬ世のありさまなりけにかゝるにつけてこよなく人にをとりけた
るゝ事もあるましけれと又ならふ人なくならひ給てはなやかにおひさきとをく
あなつりにくきけはひにてうつろひ給へるになまはしたなくおほさるれとつれ
なくのみもてなして御わたりの程ももろ心にはかなきこともしいて給ていとら
うたけなる御ありさまをいとゝありかたしと思きこえ給ひめ宮はけにまたいと
ちいさくかたなりにおはするうちにもいといはけなきけしきしてひたみちにわ
かひ給へりかのむらさきのゆかりたつねとり給へりしおりおほしいつるにかれ
はされていふかひありしをこれはいといはけなくのみみえ給へはよかめりにく
けにをしたちたることなとはあるましかめりとおほす物からいとあまり物のは
へなき御さまかなとみたてまつり給三日か程はよかれなくわたり給をとしころ
さもならひ給はぬ心ちにしのふれと猶ものあはれなり御そともなといよ〱た
きしめさせ給ものからうちなかめてものし給けしきいみしくらうたけにおかし
なとてよろつの事ありとも又人をはならへてみるへきそあた〱しく心よはく
なりをきにける我をこたりにかゝる事もいてくるそかしわかけれと中納言をは
えおほしかけすなりぬめりしをとわれなからつらくおほしつゝくるに涙くまれ
てこよひはかりはことはりとゆるし給てんなこれよりのちのとたえあらむこそ
身なからも心つきなかるへけれまたさりとてかの院にきこしめさんことよと思
ひみたれ給へる御心のうちくるしけなりすこしほゝえみて身つからの御心なか
らたにえさため給ましかなるをましてことはりもなにもいつこにとまるへきに
かといふかひなけにとりなし給へはゝつかしうさへおほえ給てつらつえをつき
給てよりふし給へれは女君すゝりをひきよせて
　　めにちかくうつれはかはる世の中を行すゑとをくたのみけるかなふること
なとかきませ給をとりてみ給てはかなきことなれとけにとことはりにて
　　命こそたゆともたえめさためなきよのつねならぬ中の契をとみにもえわた
り給はぬをいとかたはらいたきわさかなとそゝのかしきこえたまへはなよゝか
におかしきほとにえならすにほひてわたり給をみいたし給もいとたゝにはあら
すかしとしころさもやあらむと思しことゝももいまはとのみもてはなれ給つゝ
さらはかくこそはとうちとけ行すゑにあり〱てかく世のきゝみゝもなのめな
らぬ事のいてきぬるよ思さたむへき世のありさまにもあらさりけれはいまより
のちもうしろめたくそおほしなりぬるさこそつれなくまきらはし給へとさふら
ふ人〻もおもはすなる世なりやあまたものし給やうなれといつかたもみなこな
たの御けはひにはかたさりはゝかるさまにてすくし給へはこそ事なくなたらか
にもあれおしたちてかはかりなるありさまにけたれてもえすくし給まし又さり
とてはかなきことにつけてもやすからぬ事のあらむおり〱かならすわつらは
しきことともいてきなむかしなとをのかしゝうちかたらひなけかしけなるをつ
ゆもみしらぬやうにいとけはひおかしく物かたりなとし給つゝ夜ふくるまてお
はすかう人のたゝならすいひ思たるもきゝにくしとおほしてかくこれかれあま
たものし給めれと御心にかなひていまめかしくすくれたるきはにもあらすとめ
なれてさう〱しくおほしたりつるにこの宮のかくわたり給へるこそめやすけ
れ猶わらは心のうせぬにやあらむ我もむつひてきこえてあらまほしきをあいな
くへたてあるさまに人〻やとりなさむとすらんひとしき程をとりさまなと思ふ
人にこそたゝならすみゝたつこともをのつからいてくるわさなれかたしけなく
心くるしき御ことなめれはいかて心をかれたてまつらしとなむ思なとの給へは
なかつかさ中将の君なとやうの人〻めをくはせつゝあまりなる御思やりかなな
といふへしむかしはたゝならぬさまにつかひならし給し人ともなれとゝしころ
はこの御方にさふらひてみな心よせきこえたるなめりこと御かた〱よりもい
かにおほすらむもとより思はなれたる人〻は中〱心やすきをなとおもむけつ
ゝとふらひきこえ給もあるをかくおしはかる人こそなか〱くるしけれ世中も
いとつねなきものをなとてかさのみは思なやまむなとおほすあまりひさしきよ
ひゐもれいならす人やとかめんと心のおにゝおほして入給ぬれは御ふすままい
りぬれとけにかたはらさひしきよな〱へにけるも猶たゝならぬ心地すれとか
のすまの御わかれのおりなとをおほしいつれはいまはとかけはなれ給てもたゝ
おなし世のうちにきゝたてまつらましかはと我身まてのことはうちをきあたら
しくかなしかりしありさまそかしさてそのまきれに我も人もいのちたえすなり
なましかはいふかひあらまし世かはとおほしなをす風うち吹たる夜のけはひひ
やゝかにてふともねいられ給はぬをちかくさふらふ人〻あやしとやきかむとう
ちもみしろき給はぬも猶いとくるしけなりよふかきとりのこゑのきこえたるも
ものあはれなりわさとつらしとにはあらねとかやうに思みたれ給ふけにやかの
御ゆめにみえ給けれはうちおとろき給ていかにと心さはかし給にとりのねまち
いて給へれは夜ふかきもしらすかほにいそきいて給いといはけなき御ありさま
なれはめのとたちゝかくさふらひけりつまとおしあけていて給をみたてまつり
をくるあけくれの空に雪のひかりみえておほつかなしなこりまてとまれる御に
ほひやみはあやなしとひとりこたる雪はところ〱きえのこりたるかいとしろ
き庭のふとけちめみえわかれぬほとなるになをのこれる雪としのひやかにくち
すさみ給つゝみかうしうちたゝき給もひさしくかゝることなかりつるならひに
人〻もそらねをしつゝやゝまたせたてまつりてひきあけたりこよなくひさしか
りつるに身もひえにけるはをちきこゆる心のをろかならぬにこそあめれさるは
つみもなしやとて御そひきやりなとし給にすこしぬれたる御ひとへの袖をひき
かくしてうらもなくなつかしき物からうちとけてはたあらぬ御よういなといと
はつかしけにおかしかきりなき人ときこゆれとかたかめるよをとおほしくらへ
らるよろついにしへのことをおほしいてつゝとけかたき御けしきをうらみきこ
え給てその日はくらし給へれはえわたりたまはてしんてんには御せうそこをき
こえ給けさの雪に心ちあやまりていとなやましく侍れは心やすき方にためらひ
侍とあり御めのとさきこえさせ侍ぬとはかりことはにきこえたりことなる事な
の御返やとおほす院にきこしめさんこともいとをしこのころはかりつくろはん
とおほせとえさもあらぬをさは思し事そかしあなくるしと身つからおもひつゝ
け給女君も思やりなき御心かなとくるしかり給けさはれいのやうにおほとのこ
もりおきさせ給て宮の御かたに御ふみたてまつれ給ことにはつかしけもなき御
さまなれと御ふてなとひきつくろひてしろきかみに
　　なかみちをへたつるほとはなけれとも心みたるゝけさのあは雪むめにつけ
給へり人めしてにしのわた殿よりたてまつらせよとの給やかてみいたしてはし
ちかくおはしますしろき御そともをき給て花をまさくり給つゝともまつ雪のほ
のかにのこれるうへにうちちりそふそらをなかめ給へりうくひすのわかやかに
ちかきこうはいのすゑにうちなきたるを袖こそにほへと花をひきかくしてみす
おしあけてなかめ給へるさまゆめにもかゝる人のおやにてをもきくらゐとみえ
給はすわかうなまめかしき御さまなり御かへりすこし程ふる心ちすれはいり給
て女君に花みせたてまつり給はなといはゝかくこそにほはまほしけれなさくら
にうつしては又ちりはかりも心わくるかたなくやあらましなとの給これもあま
たうつろはぬほとめとまるにやあらむはなのさかりにならへてみはやなとの給
に御返ありくれなゐのうすやうにあさやかにをしつゝまれたるをむねつふれて
御てのいとわかきをしはしみせたてまつらてあらはやへたつとはなけれとあは
〱しきやうならんは人のほとかたしけなしとおほすにひきかくし給はんも心
をき給へけれはかたそはひろけ給へるをしりめにみをこせてそひふし給へり
　　はかなくてうはのそらにそきえぬへき風にたゝよふ春のあは雪御てけにい
とわかくをさなけなりさはかりの程になりぬる人はいとかくはをはせぬ物をと
めとまれとみぬやうにまきらはしてやみ給ぬこと人のうへならはさこそあれな
とはしのひてきこえ給へけれといとおしくてたゝ心やすくを思なし給へとのみ
きこえ給けふは宮の御方にひるわたり給心ことにうちけさうし給へる御ありさ
ま今みたてまつる女房なとはましてみるかひありと思きこゆらむかしおほんめ
のとなとやうのおいしらへる人〻そいてやこの御ありさまひと所こそめてたけ
れめさましきことはありなむかしとうちませて思ふもありける女宮はいとらう
たけにおさなきさまにて御しつらひなとのこと〱しくよたけくうるはしきに
身つからはなに心もなくものはかなき御程にていと御そかちに身もなくあえか
なりことにはちなともし給はすたゝちこのおもきらひせぬ心ちして心やすくう
つくしきさまし給へり院のみかとはをゝしくすくよかなるかたの御さえなとこ
そ心もとなくおはしますと世人思ためれをかしきすちになまめきゆへゆへしき
かたは人にまさり給へるをなとてかくおひらかにおほしたて給ひけんさるはい
と御心とゝめ給へるみこときゝしをと思もなまくちおしけれとにくからすみた
てまつり給たゝきこえ給ふまゝになよ〱となひき給て御いらへなとをもおほ
え給けることはいはけなくうちの給いてゝえみはなたすみえ給むかしの心なら
ましかはうたて心をとりせましをいまは世中をみなさま〱に思なたらめてと
あるもかゝるもきははなるゝことはかたき物なりけりとり〱にこそおほうは
ありけれよその思ひはいとあらまほしき程なりかしとおほすにさしならひめか
れすみたてまつり給へるとしころよりもたいのうへの御ありさまそなをありか
たくわれなからもおほしたてけりとおほす一夜のほとあしたのまもこひしくお
ほつかなくいとゝしき御心さしのまさるをなとかくおほゆらんとゆゝしきまて
なむ院のみかとは月のうちにみてらにうつろひ給ぬこのゐんにあはれなる御せ
うそこともきこえ給ひめ宮の御ことはさらなりわつらはしくいかにきく所やな
とはゝかり給ことなくてともかくもたゝ御心にかけてもてなし給へくそたひ
〱きこえ給けるされとあはれにうしろめたくをさなくおはするを思きこえ給
けりむらさきのうへにも御せうそこゝとにありをさなき人の心ちなきさまにて
うつろひものすらむをつみなくおほしゆるしてうしろみたまへたつね給へきゆ
へもやあらむとそ
　　そむきにしこの世にのこるこゝろこそいる山みちのほたしなりけれやみを
えはるけてきこゆるもおこかましくやとありおとゝもみ給てあはれなる御せう
そこをかしこまりきこえ給へとて御使にも女房してかはらけさしいてさせ給て
しゐさせ給御かへりはいかゝなときこえにくゝおほしたれとこと〱しくおも
しろかるへきおりのことならねはたゝこゝろをのへて
　　そむくよのうしろめたくはさりかたきほたしをしゐてかけなはなれそなと
やうにそあめりし女のさうそくにほそなかそへてかつけ給御てなとのいとめて
たきを院御覧してなに事もいとはつかしけなめるあたりにいはけなくてみえ給
らむ事いと心くるしうおほしたりいまはとて女御更衣たちなとをのかしゝわか
れ給ふもあはれなることなむおほかりける内侍のかむの君はこきさいの宮のお
はしましし二条の宮にそすみ給ひめみやの御ことををきてはこの御ことをなむ
かへりみかちにみかともおほしたりけるあまになりなんとおほしたれとかゝる
きほひにはしたふやうに心あはたたしといさめ給てやう〱仏の御ことなとい
そかせ給六条のおとゝはあはれにあかすのみおほしてやみにし御あたりなれは
としころもわすれかたくいかならむおりにたいめあらむいま一たひあひみてそ
のよのこともきこえまほしくのみおほしわたるをかたみに世のきゝみゝもはゝ
かり給へき身のほとにいとおしけなりしよのさはきなともおほしいてらるれは
よろつにつゝみすくし給けるをかうのとやかになり給て世中をおもひしつまり
給らむころほひの御ありさまいよいよゆかしく心もとなけれはあるましき事と
はおほしなからおほかたの御とふらひにことつけてあはれなるさまにつねにき
こえ給わか〱しかるへき御あはひならねは御かへりもとき〱につけてきこ
えかはし給ふむかしよりもこよなくうちくしとゝのひはてにたる御けはひをみ
給にも猶しのひかたくてむかしの中納言の君のもとにも心ふかき事ともをつね
にの給ふかの人のせうとなるいつみのさきのかみをめしよせてわか〱しくい
にしへにかへりてかたらひ給人つてならてものこしにきこえしらすへきことな
んあるさりぬへくきこえなひかしていみしくしのひてまいらむいまはさやうの
ありきもところせき身の程におほろけならすしのふれはそこにも又人にはもら
し給はしとおもふにかたみにこゝろやすくなんなとの給かむの君いてやよのな
かを思しるにつけてもむかしよりつらき御心をこゝら思つめつるとしころのは
てにあはれにかなしき御ことをさしをきていかなるむかしかたりをかきこえむ
けに人はもりきかぬやうありとも心のとはんこそいとはつかしかるへけれとう
ちなけき給つゝなをさらにあるましきよしをのみきこゆいにしへわりなかりし
世にたに心かはし給はぬ事にもあらさりしをけにそむき給ぬる御ためうしろめ
たきやうにはあれとあらさりし事にもあらねはいましもけさやかにきよまはり
てたちにし我名いまさらにとりかへし給へきにやとおほしをこしてこのしのた
のもりをみちのしるへにてまうて給女君にはひんかしの院にものするひたちの
君のひころわつらひてひさしくなりにけるを物さはかしきまきれにとふらはね
はいとおしくてなんひるなとけさやかにわたらむもひんなきをよのまにしのひ
てとなん思侍る人にもかくともしらせしときこえ給ていといたく心けさうし給
をれいはさしもみえ給はぬあたりをあやしとみ給て思あはせ給事もあれとひめ
宮の御ことののちはなにこともいとすきぬるかたのやうにはあらすすこしへた
つる心そひてみしらぬやうにておはすその日はしん殿へもわたり給はて御ふみ
かきかはし給たき物なとに心をいれてくらし給ふよひすくしてむつましき人の
かきり四五人はかりあしろくるまのむかしおほえてやつれたるにていて給いつ
みのかみして御せうそこきこえ給かくわたりおはしましたるよしさゝめきゝこ
ゆれはおとろき給てあやしくいかやうにきこえたるにかとむつかり給へとおか
しやかにてかへしたてまつらむにいとひんなう侍らむとてあなかちに思めくら
していれたてまつる御とふらひなときこえ給てたゝこゝもとに物こしにてもさ
らにむかしのあるましき心なとはのこらすなりにけるをとわりなくきこえたま
へはいたくなけく〱ゐさりいて給へりされはよ猶けちかさはとかつおほさる
かたみにおほろけならぬ御みしろきなれはあはれもすくなからすひんかしのた
いなりけりたつみのかたのひさしにすゑたてまつりてみさうしのしりはかため
たれはいとわかやかなる心ちもするかなとし月のつもりをもまきれなくかそへ
らるゝこゝろならひにかくおほめかしきはいみしうつらくこそとうらみきこえ
給夜いたくふけ行たまもにあそふをしのこゑ〱なとあはれにきこえてしめ
〱と人めすくなき宮のうちのありさまもさもうつり行世哉とおほしつゝくる
に平中かまねならねとまことに涙もろになんむかしにかはりておとなおとなし
くはきこえ給ものからこれをかくてやとひきうこかしたまふ
　　とし月を中にへたてゝあふさかのさもせきかたくおつる涙か女
　　なみたのみせきとめかたきしみつにて行あふみちはゝやくたえにきなとか
けはなれきこえ給へといにしへをおほしいつるもたれによりおほうはさるいみ
しきこともありし世のさはきそはと思いて給にけにいま一たひのたいめむはあ
りもすへかりけりとおほしよはるももとよりつしやかなる所はおはせさりし人
のとしころはさま〱に世中を思しりきしかたをくやしくおほやけわたくしの
事にふれつゝかすもなくおほしあつめていといたくすくし給にたれとむかしお
ほえたる御たいめんにそのよの事もとをからぬ心地してえ心つよくもゝてなし
給はすなをらう〱しくわかうなつかしくてひとかたならぬ世のつゝましさを
もあはれをも思みたれてなけきかちにてものし給けしきなといまはしめたらむ
よりもめつらしくあはれにてあけ行もいとくちおしくていてたまはんそらもな
しあさほらけのたゝならぬ空にもゝちとりのこゑもいとうらゝかなり花はみな
ちりすきてなこりかすめるこすゑのあさみとりなるこたちむかしふちのえむし
給しこのころの事なりけんかしとおほしいつるとし月のつもりにけるほともそ
のおりの事かきつゝけあはれにおほさる中納言の君みたてまつりをくるとてつ
まとおしあけたるにたちかへり給てこのふちよいかにそめけむいろにかなをえ
ならぬ心そふにほひにこそいかてかこのかけをはたちはなるへきとわりなくい
てかてにおほしやすらひたり山きはよりさしいつる日のはなやかなるにさしあ
ひめもかゝやく心ちする御さまのこよなくねひくはゝり給へる御けはひなとを
めつらしくほとへてもみたてまつるはましてよのつねならすおほゆれはさるか
たにてもなとかみたてまつりすくし給はさらむ御宮つかへにもかきりありてき
はことにはなれ給事もなかりしをこ宮のよろつに心をつくしたまひよからぬ世
のさはきにかる〱しき御名さへひゝきてやみにしよなと思いてらるなこりお
ほくのこりぬらん御物かたりのとちめはけにのこりあらせまほしきわさなめる
を御身を心にえまかせ給ましくこゝらの人めもいとおそろしくつゝましけれは
やう〱さしあかり行に心あはたゝしくてらうのとに御車さしよせたる人〻も
しのひてこはつくりきこゆ人めしてかのさきかゝりたるはなひとえたおらせ給
へり
　　しつみしもわすれぬものをこりすまに身もなけつへきやとの藤なみいとい
たくおほしわつらひてよりゐ給へるを心くるしうみたてまつる女君もいまさら
にいとつゝましくさま〱に思みたれ給へるに花のかけは猶なつかしくて
　　身をなけんふちもまことのふちならてかけしやさらにこりすまの浪いとわ
かやかなる御ふるまひを心なからもゆるさぬことにおほしなからせきもりのか
たからぬたゆみにやいとよくかたらひをきていて給そのかみも人よりこよなく
心とゝめて思ふ給へりし御心さしなからはつかにてやみにし御なからひにはい
かてかはあはれもすくなからむいみしくしのひいり給へるおほんねくたれのさ
まをまちうけて女君さはかりならむと心え給へれとおほめかしくもてなしてお
はす中〱うちふすへなとし給へらむよりも心くるしくなとかくしもみはなち
給つらむとおほさるれはありしよりけにふかき契をのみなかき世をかけてきこ
え給かんの君の御事又もらすへきならねといにしへのこともしり給へれはまほ
にはあらねとものこしにはつかなりつるたいめなんのこりある心ちするいかて
人めとかめあるましくもてかくしていまひとたひもとかたらひきこえ給うちわ
らひていまめかしくもなりかへる御ありさまかなむかしをいまにあらためくは
へ給ほとなかそらなる身のためくるしくとてさすかに涙くみ給へるまみのいと
らうたけにみゆるにかう心やすからぬ御けしきこそくるしけれたゝおひらかに
ひきつみなとしてをしへ給へへたてあるへくもならはしきこえぬをおもはすに
こそなりにける御心なれとてよろつに御心とり給程になに事もえのこし給はす
なりぬめり宮の御方にもとみにえわたりたまはすこしらへきこえつゝおはしま
すひめ宮はなにともおほしたらぬを御うしろみともそやすからすきこえけるわ
つらはしうなとみえ給けしきならはそなたもまして心くるしかるへきをおいら
かにうつくしきもてあそひくさに思きこえ給へりきりつほの御方はうちはええ
まかてたまはす御いとまのありかたけれは心やすくならひ給へるわかき御心に
いとくるしくのみおほしたり夏ころなやましくし給をとみにもゆるしきこえた
まはねはいとわりなしとおほすめつらしきさまの御こゝちにそありけるまたい
とあえかなるおほむほとにいとゆゝしくそたれも〱おほすらむかしからうし
てまかて給へりひめ宮のおはしますおとゝのひんかしおもてに御方はしつらひ
たりあかしの御かたいまは御身にそひていていり給もあらまほしき御すくせな
りかしたいのうへこなたにわたりてたいめし給ついてにひめ宮にもなかのとあ
けてきこえんかねてよりもさやうに思しかとついてなきにはつゝましきをかゝ
るおりにきこえなれなは心やすくなんあるへきとおとゝにきこえ給へはうちゑ
みて思やうなるへき御かたらひにこそはあなれいとをさなけにものし給めるを
うしろやすくをしへなし給へかしとゆるしきこえ給宮よりもあかしの君のはつ
かしけにてましらむをおほせは御くしすましひきつくろひておはするたくひあ
らしとみえ給へりおとゝは宮の御方にわたり給てゆふかたかのたいに侍人のし
けいさにたいめんせんとていてたつそのついてにちかつききこえさせまほしけ
に物すめるをゆるしてかたらひ給へ心なとはいとよき人なりまたわか〱しく
て御あそひかたきにもつきなからすなんなときこえ給はつかしうこそはあらめ
なにことをかきこえんとおひらかにの給人のいらへはことにしたかひてこそは
おほしいてめへたてをきてもてなし給そとこまかにをしへきこえ給御なかうる
はしくてすくし給へとおほすあまりになに心もなき御ありさまをみあらはされ
んもはつかしくあちきなけれとさのたまはんを心へたてんもあいなしとおほす
なりけりたいにはかくいてたちなとし給ものからわれよりかみの人やはあるへ
き身のほとなるものはかなきさまをみえをきたてまつりたるはかりこそあらめ
なと思つゝけられてうちなかめ給てならひなとするにもをのつからふることも
ものおもはしきすちにのみかゝるゝをさらは我身には思ふことありけりと身な
からそおほししらるゝ院わたり給て宮女御の君なとのおほんさまともをうつく
しうもおはするかなとさま〱みたてまつり給へる御めうつしにはとしころめ
なれ給へる人のおほろけならむかいとかくおとろかるへきにもあらぬを猶たく
ひなくこそはとみ給ありかたき事なりかしあるへきかきりけたかうはつかしけ
にとゝのひたるにそひてはなやかにいまめかしくにほひなまめきたるさま〱
のかほりもとりあつめゝてたきさかりにみえ給ふこそよりことしはまさりきの
ふよりけふはめつらしくつねにめなれぬさまのし給へるをいかてかくしもあり
けんとおほすうちとけたりつる御てならひをすゝりのしたにさしいれ給へれと
みつけ給ひてひきかへしみ給てなとのいとわさとも上手とみえてらう〱しく
うつくしけにかき給へり
　　身にちかく秋やきぬらんみるまゝにあを葉の山もうつろひにけりとある所
にめとゝめ給て
　　水鳥のあをははいろもかはらぬを萩のしたこそけしきことなれなとかきそ
へつゝすさひ給ことにふれて心くるしき御けしきのしたにはをのつからもりつ
ゝみゆるをことなくけち給へるもありかたくあはれにおほさるこよひはいつか
たにも御いとまありぬへけれはかのしのひ所にいとわりなくていて給にけりい
とあるましきことといみしくおほしかへすにもかなはさりけり東宮の御方はし
ちのはゝ君よりもこの御かたをはむつましき物にたのみきこえ給へりいとうつ
くしけにをとなひまさり給へるを思へたてすかなしとみたてまつり給御ものか
たりなといとなつかしくきこえかはし給てなかのとあけて宮にもたいめし給へ
りいとをさなけにのみみえ給へは心やすくておとな〱しくおやめきたるさま
にむかしの御すちをもたつねきこえ給ふ中納言のめのとゝいふめしいてゝおな
しかさしをたつねきこゆれはかたしけなけれとわかぬさまにきこえさすれとつ
いてなくて侍つるをいまよりはうとからすあなたなとにもゝのし給てをこたら
むことはおとろかしなともものし給はんなんうれしかるへきなとのたまへはた
のもしき御かけともにさま〱にをくれきこえ給て心ほそけにおはしますめる
をかゝる御ゆるしのはへめれはますことなくなんおもふ給へられけるそむき給
にしうへの御心むけもたゝかくなん御心へたてきこえ給はすまたいはけなき御
ありさまをもはくゝみたてまつらせ給へくそはへめりしうちうちにもさなんた
のみきこえさせ給しなときこゆいとかたしけなかりし御せうそこのゝちはいか
てとのみ思侍れとなに事につけても数ならぬ身なむくちおしかりけるとやすら
かにをとなひたるけはひにて宮にも御心につき給へくゑなとの事ひいなのすて
かたきさまわかやかにきこえ給へはけにいとわかく心よけなる人かなとをさな
き御心ちにはうちとけ給へりさてのちはつねに御ふみかよひなとしておかしき
あそひわさなとにつけてもうとからすきこえかはし給世の中の人もあいなうか
はかりになりぬるあたりの事はいひあつかふものなれはゝしめつかたはたいの
うへいかにおほすらむ御おほえいとこのとしころのやうにはおはせしすこしは
をとりなんなといひけるをいますこしふかき御心さしかくてしもまさるさまな
るをそれにつけても又やすからすいふ人〻あるにかくにくけなくさへきこえか
はし給へはことなをりてめやすくなむありける神な月にたいのうへ院の御賀に
さかのゝみたうにて薬師ほとけくやうしたてまつり給いかめしきことはせちに
いさめ申給へはしのひやかにとおほしをきてたりほとけ経はこちすのとゝのへ
まことのこくらく思やらるさいそわう経こんかうはむにや寿命経なといとゆた
けき御いのりなりかんたちめいとおほくまいり給へり御たうのさまおもしろく
いはむかたなくもみちのかけわけ行野へのほとよりはしめて見物なるにかたへ
はきほひあつまり給なるへししもかれわたれる野はらのまゝにむまくるまの行
ちかふをとしけくひゝきたり御すきやうわれも〱と御かた〱いかめしくせ
させ給ふ廿三日を御としみの日にてこの院はかくすきまなくつとひ給へるうち
に我御わたくしのとのとおほす二条院にてその御まうけせさせ給御さうそくを
はしめおほかたの御事ともゝみなこなたにのみし給御かた〱もさるへき事と
もわけつゝのそみつかうまつり給たいともは人のつほね〱にしたるをはらひ
て殿上人諸大夫院司しも人まてのまうけいかめしくせさせ給へりしん殿のはな
ちいてをれいのしつらひにてらてんのいしたてたりおとゝのにしのまに御その
つくゑ十二たてゝ夏冬の御よそひ御ふすまなとれいのことくむらさきのあやの
おほいともうるはしくみえわたりてうちの心はあらはならす御前にをきものゝ
つくえふたつからの地のすそこのおほゐしたりかさしのたいはちんのくゑそく
こかねのとりしろかねの枝にゐたる心はえなとしけいさの御あつかりにてあか
しの御方のせさせ給へるゆへふかく心ことなりうしろの御屏風四帖は式部卿宮
なむせさせ給けるいみしくつくしてれいの四季のゑなれとめつらしきせんすい
たんなとめなれすおもしろし北のかへにそへてをき物のみつしふたよろひたて
ゝ御てうとゝもれいのことなりみなみのひさしにかむたちめ左右の大臣式部卿
宮をはしめたてまつりてつき〱はましてまいり給はぬ人なしふたいの左右に
楽人のひらはりうちてにしひんかしにとんしき八十くろくのからひつ四十つら
つゝけてたてたりひつしの時はかりに楽人まいる万歳楽皇上なとまいて日くれ
かゝるほとにこまのらんしやうしてらくそんまいゝてたるほと猶つねのめなれ
ぬ舞のさまなれはまひはつる程に権中納言衛門督おりていりあやをほのかにま
ひて紅葉のかけに入ぬるなこりあかすけうありと人〻おほしたりいにしへの朱
雀院の行幸に青海波のいみしかりしゆふへ思いて給人〻は権中納言衛門督又お
とらすたちつゝき給にけるよゝのおほえ有さまかたちよういなともおさ〱を
とらすつかさくらゐはやゝすすみてさへこそなとよはひの程をもかそへてなを
さるへきにてむかしよりかくたちつゝきたる御なからひなりけりとめてたくお
もふあるしの院もあはれに涙くましくおほしいてらるゝ事ともおほかり夜にい
りて楽人ともまかりいつ北のまん所の別富とも人〻ひきいてろくのからひつに
よりて一つゝとりてつきつきたまふしろき物ともをしなしなかつきて山きはよ
りいけのつゝみすくるほとのよそめはちとせをかねてあそふつるのけころもに
思まかへらる御あそひはしまりて又いとおもしろし御ことゝもは春宮よりそと
ゝのへさせ給ける朱雀院よりわたりまいれるひはきん内よりたまはり給へるさ
うの御ことなとみなむかしおほえたるものゝねともにてめつらしくかきあはせ
給へるになにのをりにもすきにしかたの御ありさまうちわたりなとおほしいて
らる故入道の宮おはせましかはかゝる御賀なとわれこそすゝみつかうまつらま
しかなに事につけてかは心さしもみえたてまつりけんとあかすくちおしくのみ
思いてきこえ給ふ内にもこ宮のおはしまさぬことをなにことにもはえなくさう
〱しくおほさるゝにこの院の御ことをたにれいのあとあるさまのかしこまり
をつくしてもえみせたてまつらぬをよとゝもにあかぬ心地し給もことしは此御
賀にことつけてみゆきなともあるへくおほしをきてけれと世中のわつらひなら
むことさらにせさせ給ましくなんといなひ申給ことたひ〱になりぬれはくち
おしくおほしとまりぬしはすの廿日あまりの程に中宮まかてさせ給てことしの
ゝこりの御いのりにならの京の七大寺に御す行のぬの四千たんこのちかきみや
この四十寺にきぬ四百疋をわかちてせさせ給ありかたき御はくゝみをおほしし
りなからなに事につけてかはふかき御心さしをもあらはし御覧せさせ給はんと
てちゝ宮はゝみやす所のおはせまし御ための心さしをもとりそへおほすにかく
あなかちにおほやけにもきこえかへさせ給へは事ともおほくとゝめさせ給つ四
十の賀といふことはさき〱をきゝ侍にものこりのよはひひさしきためしなん
すくなかりけるをこのたひは猶世のひゝきとゝめさせ給てまことにのちにたら
ん事をかそへさせ給へとありけれとおほやけさまにて猶いといかめしくなんあ
りける宮のおはしますまちのしんてんに御しつらひなとしてさき〱にことか
はらすかむたちめのろくなと大きやうになすらへて御子たちにはことに女のさ
うそく非参議の四位まうちきんたちなとたゝの殿上人にはしろきほそなかひと
かさねこしさしなとまてつき〱に給ふさうそくかきりなくきよらをつくして
名たかきおひ御はかしなと故前坊の御方さまにてつたはりまいりたるも又あは
れになんふるきよの一の物と名あるかきりはみなつとひまいる御賀になんあめ
るむかし物かたりにもものえさせたるをかしこきことにはかそへつゝけためれ
といとうるさくてこちたき御なからひのことゝもはえそかそへあえはへらぬや
内にはおほしそめてしことゝもをむけにやはとて中納言にそつけさせ給てける
そのころの右大将やまゐしてしし給けるをこの中納言に御賀の程よろこひくは
へんとおほしめしてにはかになさせ給つ院もよろこひきこえさせ給ふものから
いとかくにはかにあまるよろこひをなむいちはやき心ちし侍とひけし申給うし
とらのまちに御しつらひまうけ給てかくろへたるやうにしなし給へれとけふは
なをはたことにきしきまさりて所〻のきやうなともくらつかさこくさう院より
つかうまつらせ給へりとんしきなとおほやけさまにて頭中将せむしうけ給てみ
こたち五人左右おとゝ大納言ふたり中納言三人宰相五人殿上人はれいの内東宮
院のこるすくなしおまし御てうとゝもなとはおほきおとゝくはしくうけ給はり
てつかうまつらせ給へりけふはおほせ事ありてわたりまいり給へり院もいとか
しこくおとろき申給て御座につき給ぬもやの御座にむかへておとゝの御座あり
いときよらにもの〱しくふとりてこのおとゝそいまさかりのしうとくとはみ
え給へるあるしの院は猶いとわかき源氏の君にみえ給御ひやう風四帖にうちの
御てかゝせ給へるからのあやのうすたんにしたゑのさまなとおろかならむやは
おもしろき春秋のつくりゑなとよりもこの御屏風のすみつきのかゝやくさまは
めもをよはす思なしさへめてたくなむありけるをきものゝみつしひきものふき
ものなと蔵人所よりたまはり給へり大将の御いきをひもいといかめしくなりた
まひにたれはうちそへてけふのさほういとことなり御むま四十疋左右のむまつ
かさ六衛府の官人かみよりつき〱にひきとゝのふるほとひくれはてぬれいの
万さい楽賀王恩なといふまひけしきはかりまひておとゝのわたり給へるにめつ
らしくもてはやし給へる御あそひにみな人心をいれ給へりひはゝれいの兵部卿
宮なにことにも世にかたき物の上すにおはしていとになしおまへにきんの御こ
とおとゝわこんひき給としころそひ給にける御みゝのきゝなしにやいというに
あはれにおほさるれはきんも御ておさ〱かくしたまはすいみしきねともいつ
むかしの御ものかたりともなといてきていまはたかゝる御なからひにいつかた
につけてもきこえかよひ給へき御むつひなと心よくきこえ給て御みきあまたた
ひまいりて物のおもしろさもとゝこほりなく御ゑいなきともえとゝめ給はす御
をくり物にすくれたるわこんひとつこのみ給こまふえそへてしたんのはこひと
よろひにからの本ともこゝのさうの本なといれて御くるまにをひてたてまつれ
給御馬ともむかへとりて右つかさともこまのかくしてのゝしるろくゑふの官人
のろくとも大将給ふ御心とそき給ていかめしきことゝもはこのたひとゝめ給へ
れと内東宮一院きさいの宮つきつきの御ゆかりいつくしきほといひしらすみえ
にたることなれは猶かゝるおりにはめてたくなんおほえける大将のたゝひとゝ
ころおはするをさう〱しくはえなき心ちせしかとあまたの人にすくれおほえ
ことに人からもかたはらなきやうにものし給にもかのはゝ北の方の伊勢の宮す
所とのうらみふかくいとみかはし給けんほとの御すくせともの行すゑみえたる
なむさま〱なりけるその日の御さうそくともなとこなたのうへなむし給ける
ろくともおほかたの事をそ三条の北の方はいそき給めりしおりふしにつけたる
御いとなみうち〱の物のきよらをもこなたにはたゝよその事にのみきゝわた
り給をなに事につけてかはかゝるもの〱しきかすにもましらひ給はましとお
ほえたるを大将の君の御ゆかりにいとよくかすまへられ給へりとしかへりぬき
りつほの御方ちかつきたまいぬるにより正月朔日より御すほうふたんにせさせ
給てら〱やしろ〱の御いのりはたかすもしらすおとゝの君ゆゝしきことを
み給へてしかはかゝるほとの事はいとおそろしき物におほしゝみたるをたいの
うへなとのさることし給はぬはくちおしくさう〱しき物からうれしくおほさ
るゝにまたいとあえかなる御ほとにいかにおはせんとかねておほしさはくに二
月はかりよりあやしく御けしきかはりてなやみ給に御心ともさはくへしおんや
うしともゝ所をかへてつゝしみ給ふへく申けれはほかのさしはなれたらむはお
ほつかなしとてかのあかしの御まちのなかのたいにわたしたてまつり給ふこな
たはたゝおほきなるたいふたつらうともなむめくりてありけるに御すほうのた
んひまなくぬりていみしきけんさともつとひてのゝしるはゝ君此時に我御すく
せもみゆへきわさなめれはいみしき心をつくし給かのおほあま君もいまはこよ
なきほけ人にてそありけむかしこの御ありさまをみたてまつるはゆめの心ちし
ていつしかとまいりちかつきなれたてまつるとしころはゝ君はかうそひさふら
ひ給へとむかしのことなとまほにしもきこえしらせ給はさりけるをこのあま君
よろこひにえたへてまいりてはいと涙かちにふるめかしき事ともをわなゝきい
てつゝかたりきこゆはしめつかたはあやしくむつかしき人かなとうちまほり給
しかとかゝるひとありとはかりはほのきゝをき給へれはなつかしくもてなし給
へりむまれ給し程の事おとゝの君のかのうらにおはしましたりしありさまいま
はとて京へのほり給しにたれも心をまとはしていまはかきりかはかりの契にこ
そはありけれとなけきしをわか君のかくひきたすけ給へる御すくせのいみしく
かなしきことゝほろ〱となけはけにあはれなりけるむかしの事をかくきかせ
さらましかはおほつかなくてもすきぬへかりけりとおほしてうちなき給心のう
ちには我身はけにうけはりていみしかるへきゝはにはあらさりけるをたいのう
への御もてなしにみかゝれて人の思へるさまなともかたほにはあらぬなりけり
人をはまたなき物に思けちこよなき心おこりをはしつれ世の人はしたにいひい
つるやうもありつらむかしなとおほししりはてぬはゝ君をはもとよりかくすこ
しおほえくたれるすちとしりなからむまれ給けん程なとをはさる世はなれたる
さかひにてなともしり給はさりけりいとあまりおほとき給へるけにこそはあや
しくおほ〱しかりけることなりやかの入道のいまは仙人の世にもすまぬやう
にてゐたなるをきゝ給も心くるしくなとかた〱に思みたれ給ぬいとものあは
れになかめておはするに御方まいり給て日中の御かちにこなたかなたよりまい
りつとひ物さはかしくのゝしるに御まへにこと人もさふらはすあま君ところえ
ていとちかくさふらひ給あなみくるしやみしかき御木丁ひきよせてこそさふら
ひ給はめ風なとさはかしくてをのつからほころひのひまもあらむにくすしなと
やうのさましていとさかりすき給へりやなとなまかたはらいたく思給へりよし
めきそしてふるまふはおほゆめれとももう〱にみゝもおほ〱しかりけれは
あゝとかたふきてゐたりさまはいとさいふはかりにもあらすかし六十五六の程
なりあますかたいとかはらかにあてなるさましてめつやゝかになきはれたるけ
しきのあやしくむかし思いてたるさまなれはむねうちつふれてこたいのひか事
ともや侍つらむよくこのよのほかなるやうなるひかおほえともにとりませつゝ
あやしきむかしの事ともゝいてまうてきつらんはやゆめのこゝちこそし侍れと
うちほゝえみてみたてまつり給へはいとなまめかしくきよらにてれいよりもい
たくしつまり物おほしたるさまにみえ給我こともおほえたまはすかたしけなき
にいとおしき事ともをきこえ給ておほしみたるゝにやいまはかはかりと御くら
ゐをきはめ給はんよにきこえもしらせんとこそおもへくちおしくおほしすつへ
きにはあらねといと〱おしく心をとりし給らんとおほゆ御かちはてゝまかて
ぬるに御くた物なとちかくまかなひなしこれはかりをたにといと心くるしけに
思てきこえ給あま君はいとめてたうゝつくしうみたてまつるまゝにも涙はえと
ゝめすかほはえみてくちつきなとはみくるしくひろこりたれとまみのわたりう
ちしくれてひそみゐたりあなかたはらいたとめくはすれときゝもいれす
　　おいのなみかひあるうらにたちいてゝしほたるゝあまをたれかとかめむむ
かしの世にもかやうなるふる人はつみゆるされてなん侍けるときこゆ御すゝり
なるかみに
　　しほたるゝあまを浪路のしるへにてたつねもみはやはまのとまやを御かた
もえしのひ給はてうちなき給ぬ
　　よをすてゝあかしのうらにすむ人も心のやみはゝるけしもせしなときこえ
まきらはし給わかれけんあか月のことも夢の中におほしいてられぬをくちおし
くもありけるかなとおほすやよひの十よ日の程にたいらかにむまれ給ぬかねて
はおとろ〱しくおほしさはきしかといたくなやみ給事なくておとこみこさへ
おはすれはかきりなくおほすさまにておとゝも御心おちゐ給ぬこなたはかくれ
のかたにてたゝけちかき程なるにいかめしき御うふやしなひなとのうちしきり
ひゝきよそをしき有さまけにかひあるうらとあま君のためにはみえたれときし
きなきやうなれはわたり給なむとすたいのうへもわたり給へりしろき御さうそ
くし給て人のおやめきてわか宮をつといたきてゐ給へるさまいとおかし身つか
らかゝることしり給はす人のうへにてもみならひ給はねはいとめつらかにうつ
くしと思きこえ給へりむつかしけにおはする程をたえすいたきとり給へはまこ
とのをは君はたゝまかせたてまつりて御ゆ殿のあつかひなとをつかうまつり給
春宮の宣旨なる内侍のすけそつかうまつる御むかへゆにおりたち給へるもいと
あはれにうち〱の事もほのしりたるにすこしかたほならはいとおしからまし
をあさましくけたかくけにかゝる契ことにものし給ける人かなとみきこゆこの
程のきしきなともまねひたてんにいとさらなりや六日といふにれいのおとゝに
わたり給ぬ七日の夜内よりも御うふやしなひの事あり朱雀院のかく世をすてお
はします御かはりにや蔵人所より頭弁宣旨うけ給はりてめつらかなるさまにつ
かうまつれりろくのきぬなと又中宮の御方よりもおほやけことにはたちまさり
いかめしくせさせ給つき〱の御子たち大臣のいゑ〱そのころのいとなみに
てわれも〱ときよらをつくしてつかうまつり給おとゝの君もこのほとの事と
もはれいのやうにもことそかせ給はて世になくひゝきこちたき程にうち〱の
なまめかしくこまかなる宮ひのまねひつたふへきふしはめもとまらすなりにけ
りおとゝの君もわか宮をほとなくいたきたてまつり給ひて大将のあまたまうけ
たなるをいまゝてみせぬかうらめしきにかくらうたき人をそえたてまつりたる
とうつくしみきこえ給ふはことはりなりやひゝにものをひきのふるやうにおよ
すけ給御めのとなと心しらぬはとみにめさてさふらふ中にしな心すくれたるか
きりをえりてつかうまつらせ給御かたの御心をきてのらう〱しくけたかくお
ほとかなる物のさるへきかたにはひけしてにくらかにもうけはらぬなとをほめ
ぬ人なしたいのうへはまほならねとみえかはし給てさはかりゆるしなくおほし
たりしかといまは宮の御とくにいとむつましくやむことなくおほしなりにたり
ちこうつくしみし給御心にてあまかつなと御てつからつくりそゝくりおはすも
いとわか〱しあけくれこの御かしつきにてすくし給かのこたいのあま君はわ
か宮をえ心のとかにみたてまつらぬなんあかすおほえける中〱みたてまつり
そめてこひきこゆるにそいのちもえたふましかめるかのあかしにもかゝる御こ
とつたへきゝてさるひしり心ちにもいとうれしくおほえけれはいまなんこの世
のさかいを心やすくゆきはなるへきと弟子ともにいひてこのいへをはてらにな
しあたりの田なとのやうの物はみなその寺の事にしをきてこの国のおくのこほ
りに人もかよひかたくふかきやまあるをとしころもしめをきなからあしこにこ
もりなむのち又人にはみえしらるへきにもあらすと思てたゝすこしのおほつか
なき事のこりけれはいまゝてなからへけるをいまはさりともとほとけ神をたの
み申てなむうつろひけるこのちかきとしころとなりては京にことなる事ならて
人もかよはしたてまつらさりつこれよりくたし給人はかりにつけてなむひとく
たりにてもあま君さるへきおりふしの事もかよひける思ひはなるゝよのとちめ
にふみかきて御かたにたてまつれ給へりこのとしころはおなし世中のうちにめ
くらひ侍りつれとなにかはかくなから身をかへたるやうに思給へなしつゝさせ
ることなきかきりはきこえうけ給はらすかなふみゝたまふるはめのいとまいり
て念仏もけたいするやうにやくなうてなん御せうそこもたてまつらぬをつてに
うけたまはれはわか君は春宮にまいり給ておとこ宮むまれ給へるよしをなむふ
かくよろこひ申侍るそのゆへは身つからかくつたなき山ふしの身にいまさらに
このよのさかえを思にも侍らすすきにしかたのとしころ心きたなく六時のつと
めにもたゝ御ことを心にかけてはちすのうへのつゆのねかひをはさしをきてな
むねんしたてまつりしわかおもとむまれ給はんとせしそのとしの二月のその夜
のゆめにみしやう身つからすみの山を右のてにさゝけたり山の左右より月日の
ひかりさやかにさしいてゝよをてらす身つからは山のしものかけにかくれてそ
の光にあたらす山をはひろき海にうかへをきてちいさき舟にのりてにしのかた
をさしてこき行となんみ侍し夢さめてあしたよりかすならぬ身にたのむところ
いてきなからなに事につけてかさるいかめしきことをはまちいてむと心のうち
に思ひはへしをそのころよりはらまれ給にしこなたそくのかたのふみをみ侍し
にも又内教の心をたつぬる中にも夢をしんすへきことおほく侍しかはいやしき
ふところのうちにもかたしけなくおもひいたつきたてまつりしかとちからをよ
はぬ身におもふ給へかねてなむかゝるみちにおもむき侍にしまたこの国のこと
にしつみ侍て老のなみにさらにたちかへらしと思ひとちめてこのうらにとしこ
ろ侍しほともわか君をたのむことに思きこえ侍しかはなむ心ひとつにおほくの
願をたてはへりしそのかへり申たいらかに思のこと時にあひ給わか君くにのは
ゝとなり給てねかひみち給はんよにすみよしのみやしろをはしめはたし申給へ
さらになにことをかはうたかひ侍らむこのひとつの思ひちかき世にかなひ侍り
ぬれははるかにゝしのかた十万億の国へたてたる九品のうへのゝそみうたかひ
なくなり侍りぬれはいまはたゝむかふるはちすをまちはへるほとそのゆふへま
て水草きよき山のすゑにてつとめ侍らむとてなむまかりいりぬる
　　ひかりいてんあか月ちかくなりにけりいまそみしよの夢かたりするとて月
日かきたりいのちをはらむ月日もさらになしろしめしそいにしへより人のそめ
をきける藤衣にもなにかやつれ給はんたゝ我身はへん化の物とおほしなして老
法師のためには功徳をつくり給へこのよのたのしみにそへてものちのよをわす
れ給ふなねかひ侍る所にたにいたり侍なはかならす又たいめんは侍りなむさは
のほかのきしにいたりてとくあひみんとをおほせさてかのやしろにたてあつめ
たる願ふみともをおほきなるちんのふはこにふむしこめてたてまつりたまへり
あま君にはこと〱にもかゝすたゝこの月の十四日になむ草のいほりまかりは
なれてふかき山にいり侍りぬるかひなき身をはくまおほかみにも施し侍なんそ
こには猶思しやうなる御よをまちいて給へあきらかなる所にて又たいめんはあ
りなむとのみありあま君このふみをみてかのつかひの大とこにとへはこの御文
かき給て三日といふになむかのたえたるみねにうつろひ給にしなにかしらもか
の御をくりにふもとまてはさふらひしかみなかへし給て僧一人わらは二人なん
御ともにさふらはせ給いまはとよをそむき給しおりをかなしきとちめと思給へ
しかとのこり侍けりとしころをこなひのひま〱によりふしなからかきならし
給しきんの御ことひはとりよせ給てかいしらへ給つゝほとけにまかり申し給て
なんみたうに施入し給しさらぬ物ともゝおほくはたてまつり給てそのゝこりを
なん御弟子とも六十余人なんしたしきかきりさふらひけるほとにつけてみな処
分し給て猶しのこりをなん京の御れうとてをくりたてまつり給へるいまはとて
かきこもりさるはるけき山の雲かすみにましり給にしむなしき御あとにとまり
てかなしひおもふ人〻なんおほく侍るなとこのたいとこもわらはにて京よりく
たりけるふる人の老法しになりてとまれるいとあはれに心ほそしと思へりほと
けの御弟子のさかしきひしりたにわしのみねをはたと〱しからすたのみきこ
えなから猶たき木つきける夜のまとひはふかゝりけるをましてあま君のかなし
と思給へることかきりなし御方はみなみのおとゝにおはするをかゝる御せうそ
こなんあるとありけれはしのひてわたり給へりをも〱しく身をもてなしてお
ほろけならてはかよひあひみ給こともかたきをあはれなる事なんときゝておほ
つかなけれはうちしのひてものし給へるにいといみしくかなしけなるけしきに
てゐ給へり火ちかくとりよせて此ふみをみ給にけにせきとめんかたそなかりけ
るよの人はなにともめとゝむましきことのまつむかしきしかたの事思いてこひ
しと思わたり給心にはあひみてすきはてぬるにこそはとみ給にいみしくいふか
ひなし涙をえせきとめすこの御ゆめかたりをかつは行さきたのもしくさはひか
心にて我身をさしもあるましきさまにあくからし給となかころ思たゝよはれし
ことはかくはかなき夢にたのみをかけて心たかくものし給なりけりとかつ〱
思あはせ給あまきみひさしくためらひて君の御とくにはうれしくをもたゝしき
ことをも身にあまりてならひなく思侍りあはれにいふせき思ひもすくれてこそ
侍けれかすならぬかたにてもなからへし都をすてゝかしこにしつみゐしをたに
よ人にたかひたるすくせにもあるかなと思ひはへしかといけるよにゆきはなれ
へたたるへき中の契とは思かけすおなしはちすにすむへきのちのよのたのみを
さへかけてとし月をすくしきてにはかにかくおほえぬ御こといてきてそむきに
し世にたちかへりてはへるかひある御事をみたてまつりよろこふものからかた
つかたにはおほつかなくかなしきことのうちそひてたえぬをつゐにかくあひみ
すへたてなからこのよをわかれぬるなんくちおしくおほえはへる世にへし時た
に人ににぬ心はえによりよをもてひかむるやうなりしをわかきとちたのみなら
ひてをの〱は又なく契をきてけれはかたみにいとふかくこそたのみ侍しかい
かなれはかくみゝにちかき程なからかくてわかれぬらんといひつゝけていとあ
はれにうちひそみ給御方もいみしくなきて人にすくれん行さきのこともおほえ
すやかすならぬ身にはなに事もけさやかにかひあるへきにもあらぬものからあ
はれなるありさまにおほつかなくてやみなむのみこそくちおしけれよろつの事
さるへき人の御ためとこそおほえはへれさてたえこもり給なは世中もさためな
きにやかてきえ給なはかひなくなんとてよもすからあはれなる事ともをいひつ
ゝあかし給きのふもおとゝの君のあなたにありとみをき給てしをにはかにはひ
かくれたらむもかろ〱しきやうなるへし身ひとつはなにはかりも思はゝかり
侍らすかくそひ給御ためなとのいとおしきになむ心にまかせて身をももてなし
にくかるへきとてあか月にかへりわたり給ぬわか宮はいかゝおはしますいかて
かみたてまつるへきとてもなきぬいまみたてまつり給てん女御の君もいとあは
れになむおほしいてつゝもし世中思ふやうならはゆゝしきかねことなれとあま
君その程まてなからへ給はなんとの給ふめりきいかにおほすことにかあらむと
の給へは又うちゑみていてやされはこそさま〱ためしなきすくせにこそ侍れ
とてよろこふこのふはこはもたせてまうのほり給ぬ宮よりとくまいり給へきよ
しのみあれはかくおほしたることはりなりめつらしきことさへそひていかに心
もとなくおほさるらむとむらさきのうへもの給てわか宮しのひてまいらせたて
まつらむ御心つかひし賜みやす所はおほんいとまの心やすからぬにこり給てか
ゝるついてにしはしあらまほしくおほしたり程なき御身にさるおそろしきこと
をし給へれはすこしおもやせほそりていみしくなまめかしき御さまし給へりか
くためらひかたくおはするほとつくろひ給てこそはなと御かたなとは心くるし
かりきこえ給をおとゝはかやうにおもやせてみえたてまつり給はむも中〱あ
はれなるへきわさなりなとの給たいのうへなとのわたり給ぬる夕つかたしめや
かなるに御かたおまへにまいり給てこのふはこきこえしらせ給おもふさまにか
なひはてさせ給まてはとりかくしてをきて侍へけれと世中さためかたけれはう
しろめたさになんなに事をも御心とおほしかすまへさらむこなたともかくもは
かなくなり侍なはかならすしもいまはのとちめを御らむせらるへき身にも侍ら
ねは猶うつし心うせすはへるよになむはかなき事をもきこえさせをくへく侍け
ると思ひ侍てむつかしくあやしきあとなれとこれも御らんせよこの願ふみはち
かきみつしなとにをかせ給てかならすさるへからむおりに御らむしてこのうち
のことゝもはせさせ給へうとき人にはなもらさせ給そかはかりとみたてまつり
をきつれは身つからもよをそむき侍なんとおもふ給へなりゆけはよろつ心のと
かにもおほえはへらすたいのうへの御こゝろをろかに思きこえさせ給ないとあ
りかたくものし給ふかき御けしきをみはへれは身にはこよなくまさりてなかき
御よにもあらなんとそ思はへるもとより御身にそひきこえさせんにつけてもつ
ゝましきみの程に侍れはゆつりきこえそめ侍にしをいとかうしも物し給はしと
なんとしころは猶よのつねにおもふ給へわたり侍つるいまはきしかた行さきう
しろやすく思なりにて侍りなといとおほくきこえ給涙くみてきゝおはすかくむ
つましかるへきおまへにもつねにうちとけぬさまし給てわりなくものつゝみし
たるさまなりこのふみのことはいとうたてこはくにくけなるさまをみちのくに
かみにてとしへにけれはきはみあつこえたる五六枚さすかにかうにいとふかく
しみたるにかき給へりいとあはれとおほして御ひたいかみのやう〱ぬれゆく
御そはめあてになまめかし院はひめ宮の御かたにおはしけるをなかのみさうし
よりふとわたり給へれはえしもひきかくさて御きちやうをすこしひきよせて身
つからははたかくれ給へりわか宮はおとろき給へりやときのまもこひしきわさ
なりけりときこえ給へはみやす所はいらへもきこえ給はねは御方たいにわたし
きこえ給へときこえ給いとあやしやあなたにこの宮をらうし奉りてふところを
さらにはなたすもてあつかひつゝ人やりならすきぬもみなぬらしてぬきかへか
ちなめるかろ〱しくなとかくわたしたてまつり給こなたにわたりてこそみた
てまつり給はめとの給へはいとうたて思くまなき御ことかな女におはしまさむ
にたにあなたにてみたてまつり給はんこそよく侍らめましておとこはかきりな
しときこえさすれと心やすくおほえ給をたはふれにてもかやうにへたてかまし
き事なさかしかりきこえさせ給ひそときこえ給うちわらひて御なかともにまか
せてみはなちきこゆへきなゝりなへたてゝいまはたれも〱さしはなちさかし
らなとの給こそをさなけれまつはかやうにはひかくれてつれなくいひおとし給
めりかしとて御木丁をひきやり給へれはもやのはしらによりかゝりていときよ
けに心はつかしけなるさまして物し給ありつるはこもまとひかくさんもさまあ
しけれはさておはするをなそのはこふかき心あらむけさう人のなかうたよみて
ふんしこめたる心ちこそすれとの給へはあなうたてやいまめかしくなりかへら
せ給める御心ならひにきゝしらぬやうなる御すさひ事ともこそ時〻いてくれと
てほゝゑみ給へれと物あはれなりける御けしきともしるけれはあやしとうちか
たふき給へるさまなれはわつらはしくてかのあかしのいはやよりしのひてはへ
し御いのりの巻数又またしき願なとのはへりけるを御こゝろにもしらせたてま
つるへきおりあらは御覧しをくへくやとて侍をたゝいまはついてなくてなにか
はあけさせ給はんときこえ給にけにあはれなるへきありさまそかしといかにを
こなひましてすみ給にたらむ命なかくてこゝらのとしころのつとむるつみもこ
よなからむかし世の中によしありさかしきかた〱の人とてみるにもこの世に
そみたる程のにこりふかきにやあらむかしこきかたこそあれいとかきりありつ
ゝをよはさりけりやさもいたりふかくさすかにけしきありし人のありさまかな
ひしりたちこの世はなれかほにもあらぬものからしたの心はみなあらぬ世にか
よひすみにたるとこそみえしかましていまは心くるしきほたしもなく思ひはな
れにたらむをやかやすき身ならはしのひていとあはまほしくこそとの給ふいま
はかの侍し所をもすてゝとりのねきこえぬ山にとなんきゝ侍ときこゆれはさら
はそのゆいこむなゝりなせうそこはかよはし給やあま君いかに思給らむおやこ
の中よりもまたさるさまの契はことにこそゝふへけれとてうち涙くみ給へりと
しのつもりに世中のありさまをとかく思しり行まゝにあやしくこひしく思いて
らるゝ人のみありさまなれはふかき契のなからひはいかにあはれならむなとの
給ついてにこの夢かたりもおほしあはする事もやと思ていとあやしきほんしと
かいふやうなるあとにはへめれと御らんしとゝむへきふしもやましり侍とてな
んいまはとてわかれ侍にしかと猶こそあはれはのこり侍るものなりけれとてさ
まよくうちなき給ていとかしこく猶ほれ〱しからすこそあるへけれてなとも
すへてなにこともわさというそくにしつへかりける人のたゝこのよふるかたの
心をきてこそすくなかりけれかのせんそのおとゝはいとかしこくありかたき心
さしをつくしておほやけにつかうまつり給ける程にものゝたかひめありてその
むくひにかくすゑはなきなりなと人いふめりしを女子のかたにつけたれとかく
ていとつきなしといふへきにはあらぬもそこらのをこなひのしるしにこそはあ
らめなと涙おしのこひ給つゝこの夢のわたりにめとゝめ給ふあやしくひか〱
しくすゝろにたかき心さしありと人もとかめ又われなからもさるましきふるま
ひをかりにてもするかなと思しことはこの君のむまれ給し時に契ふかく思しり
にしかとめのまへにみえぬあなたの事はおほつかなくこそ思わたりつれさらは
かゝるたのみありてあなかちにはのそみしなりけりよこさまにいみしきめをみ
たゝよひしもこの人ひとりのためにこそありけれいかなる願をか心におこしけ
むとゆかしけれは心のうちにおかみてとり給つこれは又くしてたてまつるへき
物侍りいま又きこえしらせ侍らんと女御にはきこえ給そのついてにいまはかく
いにしへのことをもたとりしり給ぬれとあなたの御心はへをおろかにおほしな
すなもとよりさるへきなかえさらぬむつひよりもよこさまの人のなけのあはれ
をもかけひと事の心よせあるはおほろけのことにもあらすましてこゝになとさ
ふらひなれ給をみる〱もはしめの心さしかはらすふかくねんころに思きこえ
たるをいにしへの世のたとへにもさこそはうはへにははくゝみけれとらう〱
しきたとりあらんとかしこきやうなれと猶あやまりても我ためしたの心ゆかみ
たらむ人をさも思よらすうらなからむためはひきかへしあはれにいかてかゝる
にはとつみえかましきにも思なをる事もあるへしおほろけのむかしのよのあた
ならぬ人はたかふふし〱あれとひとり〱つみなき時にはをのつからもてな
すためしともあるへかめりさしもあるましきことにかとゝしくくせをつけあ
い行なく人をもてはなるゝ心あるはいとうちとけかたく思くまなきわさになむ
あるへきおほくはあらねと人の心のとあるさまかゝるおもむきをみゆるにゆへ
よしといひさま〱に口惜からぬきはの心はせあるへかめりみなをの〱えた
るかたありてとる所なくもあらねと又とりたてゝ我うしろみに思ひまめ〱し
くえらひ思はんにはありかたきわさになむたゝまことに心のくせなくよきこと
はこのたいをのみなむこれをそおひらかなる人といふへかりけるとなむ思はへ
るよしとて又あまりひたゝけてたのもしけなきもいとくちおしやとはかりの給
ふにかたへの人は思ひやられぬかしそこにこそすこしものゝ心えてものし給め
るをいとよしむつひかはしてこの御うしろみをもおなし心にてものし給へなと
しのひやかにの給のたまはせねといとありかたき御けしきをみたてまつるまゝ
にあけくれのことくさにきこえはへるめさましきものになとおほしゆるさゝら
んにかうまて御らんししるへきにもあらぬをかたはらいたきまてかすまへの給
はすれはかへりてはまはゆくさへなむかすならぬ身のさすかにきえぬはよのき
ゝみゝもいとくるしくつゝましく思たまへらるゝをつみなきさまにもてかくさ
れたてまつりつゝのみこそときこえ給へはその御ためにはなにの心さしかはあ
らむたゝこの御ありさまをうちそひてもえみたてまつらぬおほつかなさにゆつ
りきこえらるゝなめりそれも又とりもちてけちえんになとあらぬ御もてなしと
もによろつの事なのめにめやすくなれはいとなむおもひなくうれしきはかなき
ことにてもの心えすひか〱しき人はたちましらふにつけて人のためさへから
きことありかしさなをし所なくたれもものし給めれは心やすくなむとの給につ
けてもさりやよくこそひけしにけれなと思つゝけ給たいへわたり給ぬさもいと
やむことなき御心さしのみまさるめるかなけにはた人よりことにかくしもくし
給へるありさまのことはりとみえ給へるこそめてたけれ宮の御方うはへの御か
しつきのみめてたくてわたり給こともえなのめならさめるはかたしけなきわさ
なめりかしおなしすちにはおはすれといまひときはゝ心くるしくとしりふこち
きこえ給につけても我すくせはいとたけくそおほえ給ひけるやむことなきたに
おほすさまにもあらさめるよにましてたちましるへきおほえにしあらねはすへ
ていまはうらめしきふしもなしたゝかのたえこもりにたる山すみを思やるのみ
そあはれにおほつかなきあま君もたゝふくちのそのにたねまきてとやうなりし
ひとことをうちたのみてのちのよを思やりつゝなかめゐ給へり大将の君はこの
ひめ宮の御ことを思をよはぬにしもあらさりしかはめにちかくおはしますをい
とたゝにもおほえすおほかたの御かしつきにつけてこなたにはさりぬへきおり
おりにまいりなれをのつから御けはひありさまもみきゝ給にいとわかくおほと
き給へるひとすちにてうへのきしきはいかめしく世のためしにしつはかりもて
かしつきたてまつり給へれとおさ〱けさやかにものふかくはみえす女房なと
もおとな〱しきはすくなくわかやかなるかたち人のひたふるにうちはなやき
されはめるはいとおほくかすしらぬまてつとひさふらひつゝもの思ひなけなる
御あたりとはいひなからなに事ものとやかに心しつめたるは心のうちのあらは
にしもみえぬわさなれは身に人しれぬおもひそひたらんも又まことに心ちゆき
けにとゝこほりなかるへきにしうちましれはかたへの人にひかれつゝおなしけ
はひもてなしになたらかなるをたゝあけくれはいはけたるあそひたはふれに心
いれたるわらはへのありさまなと院はいとめにつかすみ給事ともあれとひとつ
さまによの中をおほしの給はぬ御本上なれはかゝるかたをもまかせてさこそは
あらまほしからめと御らんしゆるしつゝいましめとゝのへさせ給はすさうしみ
の御ありさまはかりをはいとよくをしへきこえ給にすこしもてつけ給へりかや
うの事を大将の君もけにこそありかたき世なりけれむらさきの御よういけしき
のこゝらのとしへぬれとともかくもゝりいてみえきこえたるところなくしつや
かなるをもとゝしてさすかに心うつくしう人をもけたす身をもやむことなく心
にくくもてなしそへ給へる事とみしおもかけもわすれかたくのみなむ思いてら
れける我御北のかたもあはれとおほすかたこそふかけれいふかひありすくれた
るらう〱しさなとものし給はぬ人なりおたしきものにいまはとめなるゝに心
ゆるひて猶かくさま〱につとひ給へるありさまとものとり〱におかしけを
心ひとつに思はなれかたきをましてこの宮は人の御ほとを思にもかきりなく心
ことなる御ほとにとりわきたる御けしきにしもあらす人めのかさりはかりにこ
そとみたてまつりしるわさとおほけなき心にしもあらねとみたてまつるおりあ
りなむやとゆかしく思きこえ給けり衛門のかむの君も院につねにまいりしたし
くさふらひなれ給し人なれはこの宮をちゝみかとのかしつきあかめたてまつり
給し御心をきてなとくはしくみたてまつりをきてさま〱の御さためありしこ
ろをひよりきこえより院にもめさましとはおほしの給はせすときゝしをかくこ
とさまになり給へるはいとくちおしくむねいたき心ちすれはなをえおもひはな
れすそのおりよりかたらひつきにける女房のたよりに御ありさまなともきゝつ
たふるをなくさめに思ふそはかなかりけるたいのうへの御けはひには猶おされ
給てなんとよ人もまねひつたふるをきゝてはかたしけなくともさる物はおもは
せたてまつらさらましけにたくひなき御身にこそあたらさらめとつねにこの小
侍従といふ御ちぬしをもいひはけまして世中さためなきをおとゝの君もとより
ほいありておほしをきてたるかたにおもむき給はゝとたゆみなく思ありきけり
やよひはかりのそらうらゝかなる日六条院に兵部卿宮衛門督なとまいり給へり
おとゝいて給て御物かたりなとし給しつかなるすまゐはこのころこそいとつれ
つれにまきるゝことなかりけれおほやけわたくしにことなしやなにわさしてか
はくらすへきなとの給てけさ大将のものしつるはいつかたにそいとさう〱し
きをれいのこゆみいさせてみるへかりけりこのむめるわかうとともゝみえつる
をねたういてやしぬるとゝはせ給大将の君はうしとらのまちに人〻あまたして
まりもてあそはしてみ給ときこしめしてみたれかはしきことのさすかにめさめ
てかと〱しきそかしいつらこなたにとて御せうそこあれはまいり給へりわか
きむたちめく人〻おほかりけりまりもたせ給へりやたれ〱かものしつるとの
給ふこれかれはへりつこなたへまかてんやとの給てしんてんのひんかしおもて
きりつほはわか宮くしたてまつりてまいり給いにしころなれはこなたかくろへ
たりけりやり水なとのゆきあひはれてよしあるかゝりの程をたつねてたちいつ
おほきおほいとのゝ君たち頭弁兵衛佐大夫の君なとすくしたるも又かたなりな
るもさま〱に人よりまさりてのみものし給やう〱くれかゝるに風ふかすか
しこき日なりとけうして弁の君もえしつめすたちましれはおとゝ弁官もえおさ
めあへさめるをかんたちめなりともわかきゑふつかさたちはなとかみたれ給は
さらむかはかりのよはひにてはあやしくみすくす口惜くおほえしわさなりさる
はいときやう〱なりやこのことのさまよなとの給に大将もかんの君もみなお
り給てえならぬ花のかけにさまよひ給ふゆふはへいときよけなりおさ〱さま
よくしつかならぬみたれことなめれと所から人からなりけりゆへある庭のこた
ちのいたくかすみこめたるにいろいろひもときわたる花の木ともわつかなるも
えきのかけにかくはかなき事なれとよきあしきけちめあるをいとみつゝわれも
をとらしと思ひかほなる中に衛門督のかりそめにたちましり給へるあしもとに
ならふ人なかりけりかたちいときよけになまめきたるさましたる人のよういい
たくしてさすかにみたりかはしきおかしくみゆみはしのまにあたれるさくらの
かけによりて人〻花のうへもわすれて心にいれたるをおとゝも宮もすみのかう
らにいてゝ御覧すいとらうある心はへともみえてかすおほくなり行に上らうも
みたれてかうふりのひたいすこしくつろきたり大将の君も御くらゐの程思こそ
れいならぬみたりかはしさかなとおほゆれみるめは人よりけにわかくおかしけ
にてさくらのなをしのやゝなえたるにさしぬきのすそつかたすこしふくみてけ
しきはかりひきあけ給へりかろ〱しうもみえす物きよけなるうちとけすかた
に花の雪のやうにふりかゝれはうちみあけてしほれたる枝すこしをしおりてみ
はしのなかのしなの程にゐ給ぬかんの君つゝきて花みたりかはしくちるめりや
さくらはよきてこそなとの給つゝ宮の御まへのかたをしりめにみれはれいのこ
とにおさまらぬけはひともしていろ〱こほれいてたるみすのつますきかけな
と春のたむけのぬさふくろにやとおほゆ御木丁ともしとけなくひきやりつゝ人
けちかくよつきてそみゆるにからねこのいとちいさくおかしけなるをすこしお
ほきなるねこをひつゝきてにはかにみすのつまよりはしりいつるに人〻おひえ
さはきてそよ〱とみしろきさまよふけはひともきぬのをとなひみゝかしかま
しき心ちすねこはまたよく人にもなつかぬにやつないとなかくつきたりけるを
ものにひきかけまつはれにけるをにけんとひこしろふほとにみすのそはいとあ
らはにひきあけられたるをとみにひきなをす人もなしこのはしらのもとにあり
つるひと〱も心あはたゝしけにて物おちしたるけはひともなり木丁のきはす
こしいりたる程にうちきすかたにてたち給へる人ありはしよりにしの二のまの
ひんかしのそはなれはまきれ所もなくあらはにみいれらるこうはいにやあらむ
こきうすきすき〱にあまたかさなりたるけちめはなやかにさうしのつまのや
うにみえてさくらのをりものゝほそなかなるへし御くしのすそまてけさやかに
みゆるはいとをよりかけたるやうになひきてすそのふさやかにそかれたるいと
うつくしけにて七八寸はかりそあまり給へる御そのすそかちにいとほそくさゝ
やかにてすかたつきかみのかゝり給へるそはめいひしらすあてにらうたけなり
ゆふかけなれはさやかならすおくくらき心ちするもいとあかすくちおしまりに
身をなくるわか君たちの花のちるをおしみもあえぬけしきともをみるとて人〻
あらはをふともえみつけぬなるへしねこのいたくなけはみかへり給へるをもも
ちもてなしなといと老らかにてわかくうつくしの人やとふとみえたり大将いと
かたはらいたけれとはひよらむも中〱いとかる〱しけれはたゝ心をえさせ
てうちしはふき給へるにそやをらひきいり給さるは我心ちにもいとあかぬ心ち
し給へとねこのつなゆるしつれは心にもあらすうちなけかるましてさはかり心
をしめたる衛門の督はむねふとふたかりてたれはかりにかはあらんこゝらの中
にしるきうちきすかたよりも人にまきるへくもあらさりつる御けはひなと心に
かゝりておほゆさらぬかほにもてなしたれとまさにめとゝめしやと大将はいと
おしくおほさるわりなき心ちのなくさめにねこをまねきよせてかきいたきたれ
はいとかうはしくてらうたけにうちなくもなつかしく思ひよそへらるゝそすき
〱しきやおとゝ御覧しおこせてかんたちめの座いとかろ〱しやこなたにこ
そとてたいのみなみおもてにいり給へれはみなそなたにまいり給ぬ宮もゐなを
り給て御物かたりし給つき〱の殿上人はすのこにわらうためしてわさとなく
つはいもちゐなしかうしやうの物ともさま〱にはこのふたともにとりませつ
ゝあるをわかき人〻そほれとりくふさるへきから物はかりして御かはらけまい
る衛門督はいといたく思しめりてやゝもすれは花の木にめをつけてなかめやる
大将は心しりにあやしかりつるみすのすきかけ思いつることやあらむと思給い
とはしちかなりつるありさまをかつはかろ〱しとおもふらんかしいてやこな
たの御ありさまのさはあるましかめる物をとおもふにかゝれはこそ世のおほえ
の程よりはうち〱の御心さしぬるきやうにはありけれと思あはせて猶うちと
のよういおほからすいはけなきはらうたきやうなれとうしろめたきやうなりや
と思おとさるさいしやうの君はよろつのつみをもおさ〱たとられすおほえぬ
物のひまよりほのかにもそれとみたてまつりつるにも我むかしよりの心さしの
しるしあるへきにやと契うれしき心ちしてあかすのみおほゆ院はむかしものか
たりしいて給ておほきおとゝのよろつの事にたちならひてかちまけのさためし
給し中にまりなんえをよはすなりにしはかなきことはつたへあるましけれと物
のすちは猶こよなかりけりいとめもをよはすかしこうこそみえつれとの給へは
うちほゝえみてはか〱しきかたにはぬるく侍るいへの風のさしも吹つたへ侍
らんにのちの世のためことなることなくこそはへりぬへけれと申給へはいかて
かなに事も人にことなるけちめをはしるしつたふへきなりいへのつたへなとに
かきとゝめいれたらんこそけうはあらめなとたはふれ給御さまのにほひやかに
きよらなるをみたてまつるにもかゝる人にならひていかはかりの事にか心をう
つす人はものし給はんなにことにつけてかあはれとみゆるしたまふはかりはな
ひかしきこゆへきと思めくらすにいとゝこよなく御あたりはるかなるへき身の
程も思しらるれはむねのみふたかりてまかりて給ぬ大将の君ひとつ車にてみち
のほと物かたりし給猶このころのつれ〱にはこの院にまいりてまきらはすへ
きなりけりけふのやうならんいとまのひまゝちつけて花のおりすくさすまいれ
との給つるを春おしみかてら月の中にこゆみもたせてまいり給へとかたらひち
きるをの〱わかるゝみちのほとものかたりしたまふて宮の御事の猶いはまほ
しけれは院には猶このたいにのみものせさせ給なめりなかのおほんおほえのこ
となるなめりかしこの宮いかにおほすらんみかとのならひなくならはしたてま
つり給へるにさしもあらてくし給にたらんこそ心くるしけれとあいなくいへは
たい〱しきこといかてかさはあらむこなたはさまかはりておほしたて給へる
むつひのけちめはかりにこそあへかめれ宮をはかた〱につけていとやむこと
なく思きこえ給へるものをとかたり給へはいてあなかま給へみなきゝてもはへ
りいと〱おしけなるおり〱あなるをやさるはよにおしなへたらぬ人の御お
ほえをありかたきわさなりやといとほしかる
　　いかなれは花にこつたふうくひすの桜をわきてねくらとはせぬ春の鳥の桜
ひとつにとまらぬこゝろよあやしとおほゆる事そかしとくちすさひにいへはい
てあなあちきなの物あつかひやされはよと思ふ
　　み山木にねくらさたむるはこ鳥もいかてか花のいろにあくへきわりなきこ
とひたおもむきにのみやはといらへてわつらはしけれはことにいはせすなりぬ
こと事にいひまきらはしてをの〱わかれぬかむの君は猶おほいとのゝひんか
しのたいにひとりすみにてそものし給けるおもふ心ありてとしころかゝるすま
ゐをするに人やりならすさう〱しく心ほそきおり〱あれと我身かはかりに
てなとか思ふことかなはさらむとのみ心おこりをするにこのゆふへよりくしい
たく物思はしくていかならむおりに又さはかりにてもほのかなる御ありさまを
たにみむともかくもかきまきれたるきはの人こそかりそめにもたはやすきもの
いみかたゝかへのうつろひもかろ〱しきにをのつからともかくもものゝひま
をうかゝひつくるやうもあれなと思やるかたなくふかきまとのうちになにはか
りの事につけてかゝくふかき心ありけりとたにしらせたてまつるへきとむねい
たくいふせけれは小侍従かりれいのふみやり給ふ一日風にさそはれてみかきの
はらをわけいりて侍しにいとゝいかにみおとし給けんそのゆふへよりみたり心
ちかきくらしあやなくけふをなかめくらし侍なとかきて
　　よそにみておらぬなけきはしけれともなこりこひしき花の夕かけとあれと
一日の心もしらぬはたゝよのつねのなかめにこそはと思ふおまへに人しけから
ぬ程なれはかのふみをもてまいりてこの人のかくのみわすれぬ物にことゝひも
のし給こそわつらはしく侍れ心くるしけなるありさまもみ給へあまる心もやそ
ひはへらんと身つからの心なからしりかたくなむとうちわらひてきこゆれはい
とうたてあることをもいふ哉となに心もなけにの給てふみひろけたるを御覧す
みもせぬといひたるところをあさましかりしみすのつまをおほしあはせらるゝ
に御おもてあかみておとゝのさはかりことのついてことに大将にみえ給ないは
けなき御ありさまなめれはをのつからとりはつしてみたてまつるやうもありな
むといましめきこえ給をおほしいつるに大将のさる事のありしとかたりきこえ
たらん時いかにあはめ給はんと人のみたてまつりけん事をはおほさてまつはゝ
かりきこえ給心のうちそをさなかりけるつねよりもおほんさしらへなけれはす
さましくしゐてきこゆへきことにもあらねはひきしのひてれいのかく一日はつ
れなしかほゝなむめさましうとゆるしきこえさりしをみすもあらぬやいかにあ
なかけ〱しとはやりかにはしりかきて
　　いまさらに色にないてそ山さくらをよはぬ枝に心かけきとかひなきことを
とあり